
ネットワークアドレス変換（NAT）

ここでは、ネットワークアドレス変換（NAT）とその設定方法について説明します。

• NATを使用する理由（1ページ）
• NATの基礎（2ページ）
• NATのガイドライン（8ページ）
•ダイナミック NAT（18ページ）
•ダイナミック PAT（26ページ）
•スタティック NAT（40ページ）
•アイデンティティ NAT（52ページ）
• NATのモニタリング（57ページ）
• NATの履歴（58ページ）

NATを使用する理由
IPネットワーク内の各コンピュータおよびデバイスには、ホストを識別する固有の IPアドレ
スが割り当てられています。パブリック IPv4アドレスが不足しているため、これらの IPアド
レスの大部分はプライベートであり、プライベートの企業ネットワークの外部にルーティング

できません。RFC 1918では、アドバタイズされない、内部で使用できるプライベート IPアド
レスが次のように定義されています。

• 10.0.0.0～ 10.255.255.255

• 172.16.0.0～ 172.31.255.255

• 192.168.0.0～ 192.168.255.255

NATの主な機能の 1つは、プライベート IPネットワークがインターネットに接続できるよう
にすることです。NATは、プライベート IPアドレスをパブリック IPに置き換え、内部プライ
ベートネットワーク内のプライベートアドレスをパブリックインターネットで使用可能な正

式の、ルーティング可能なアドレスに変換します。このようにして、NATはパブリックアド
レスを節約します。これは、ネットワーク全体に対して1つのパブリックアドレスだけを外部
に最小限にアドバタイズするように NATを設定できるからです。

NATの他の機能は、次のとおりです。
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•セキュリティ：内部アドレスを隠蔽し、直接攻撃を防止します。

• IPルーティングソリューション：NATを使用する際は、重複 IPアドレスが問題になりま
せん。

•柔軟性：外部で使用可能なパブリックアドレスに影響を与えずに、内部 IPアドレッシン
グスキームを変更できます。たとえば、インターネットにアクセス可能なサーバの場合、

インターネット用に固定 IPアドレスを維持できますが、内部的にはサーバのアドレスを
変更できます。

• IPv4と IPv6（ルーテッドモードのみ）の間の変換：IPv6ネットワークを IPv4ネットワー
クに接続する場合は、NATを使用すると、2つのタイプのアドレス間で変換を行うこと
ができます。

NATは必須ではありません。特定のトラフィックセットに NATを設定しない場合、そのトラ
フィックは変換されませんが、セキュリティポリシーはすべて通常どおりに適用されます。

（注）

NATの基礎
ここでは、NATの基礎について説明します。

NATの用語
このマニュアルでは、次の用語を使用しています。

•実際のアドレス/ホスト/ネットワーク/インターフェイス：実際のアドレスとは、ホストで
定義されている、変換前のアドレスです。内部ネットワークが外部にアクセスするときに

内部ネットワークを変換するという典型的な NATのシナリオでは、内部ネットワークが
「実際の」ネットワークになります。内部ネットワークだけでなく、デバイスに接続され

た任意のネットワークを変換できることに注意してください。したがって、外部アドレス

を変換するように NATを設定した場合、「実際の」ネットワークは、外部ネットワーク
が内部ネットワークにアクセスしたときの外部ネットワークを指します。

•マッピングアドレス/ホスト/ネットワーク/インターフェイス：マッピングアドレスとは、
実際のアドレスが変換されるアドレスです。内部ネットワークが外部にアクセスするとき

に内部ネットワークを変換するという典型的な NATのシナリオでは、外部ネットワーク
が「マッピング」ネットワークになります。

アドレスの変換時、デバイスのインターフェイス用に設定された

IPアドレスは変換されません。
（注）
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•双方向の開始：スタティック NATでは、双方向に接続を開始できます。つまり、ホスト
への接続とホストからの接続の両方を開始できます。

•送信元および宛先のNAT：任意のパケットについて、送信元 IPアドレスと宛先 IPアドレ
スの両方を NATルールと比較し、1つまたは両方を変換する、または変換しないことが
できます。スタティック NATの場合、ルールは双方向です。このガイドでは、特定の接
続が「宛先」アドレスから発生する場合でも、コマンドや説明に「送信元」および「宛

先」が使用されるので注意してください。

NATタイプ
NATは、次の方法を使用して実装できます。

•ダイナミック NAT：実際の IPアドレスのグループが、（通常は、より小さい）マッピン
グ IPアドレスのグループに先着順でマッピングされます。実際のホストだけがトラフィッ
クを開始できます。ダイナミック NAT（18ページ）を参照してください。

•ダイナミックポートアドレス変換（PAT）：実際の IPアドレスのグループが、1つの IP
アドレスにマッピングされます。この時、この IPアドレスの一意の送信元ポートが使用
されます。ダイナミック PAT（26ページ）を参照してください。

•スタティックNAT：実際の IPアドレスとマッピング IPアドレスとの間での一貫したマッ
ピング。双方向にトラフィックを開始できます。スタティック NAT（40ページ）を参照
してください。

•アイデンティティ NAT：実際のアドレスがスタティックにそのアドレス自身に変換され
ます。基本的に NATを回避します。大規模なアドレスグループは変換し、小さいアドレ
スグループは除外する場合、NATをこの方法で設定します。「アイデンティティ NAT
（52ページ）」を参照してください。

Network Object NATおよび twice NAT
Network Object NATおよび twice NATという 2種類の方法でアドレス変換を実装できます。

twice NATの追加機能を必要としない場合は、Network Object NATを使用することをお勧めしま
す。Network Object NATの設定が容易で、Voice over IP（VoIP）などのアプリケーションでは
信頼性が高い場合があります（VoIPでは、ルールで使用されるオブジェクトのいずれにも属
さない間接アドレスの変換が失敗することがあります）。

Network Object NAT

ネットワークオブジェクトのパラメータとして設定されているすべてのNATルールはNetwork
Object NATルールとみなされます。これは、ネットワークオブジェクトに NATを設定するた
めの迅速かつ簡単な方法です。ただし、これらのルールをグループオブジェクトに対して作成

できません。
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ネットワークオブジェクトを設定すると、このオブジェクトのマッピングアドレスをインラ

インアドレスとして、または別のネットワークオブジェクトやネットワークオブジェクトグ

ループのいずれかとして識別できるようになります。

パケットがインターフェイスに入ると、送信元 IPアドレスと宛先 IPアドレスの両方がNetwork
Object NATルールと照合されます。個別の照合が行われる場合、パケット内の送信元 IPアド
レスと宛先 IPアドレスは、個別のルールによって変換できます。これらのルールは、相互に
結び付けられていません。トラフィックに応じて、異なる組み合わせのルールを使用できま

す。

ルールがペアになることはないので、sourceA/destinationAで sourceA/destinationBとは別の変換
が行われるように指定することはできません。この種の機能には、twice NATを使用すること
で、1つのルールで送信元アドレスおよび宛先アドレスを識別できます。

twice NAT

twice NATでは、1つのルールで送信元アドレスと宛先アドレスの両方を識別できます。送信
元アドレスと宛先アドレスの両方を指定すると、sourceA/destinationAで sourceA/destinationBと
は別の変換が行われるように指定できます。

スタティック NATの場合、ルールは双方向であるため、たとえば、特定の接続が「宛先」ア
ドレスから発生する場合でも、このガイド内でのコマンドおよび説明では「送信元」および

「宛先」が使用されていることに注意してください。たとえば、ポートアドレス変換を使用す

るスタティックNATを設定し、送信元アドレスを Telnetサーバとして指定する場合に、Telnet
サーバに向かうすべてのトラフィックのポートを 2323から 23に変換するには、変換する送信
元ポート（実際：23、マッピング：2323）を指定する必要があります。Telnetサーバアドレス
を送信元アドレスとして指定しているため、その送信元ポートを指定します。

（注）

宛先アドレスはオプションです。宛先アドレスを指定する場合、宛先アドレスを自身にマッピ

ングするか（アイデンティティ NAT）、別のアドレスにマッピングできます。宛先マッピン
グは、常にスタティックマッピングです。

Network Object NATと twice NATの比較

これら 2つの NATタイプの主な違いは、次のとおりです。

•実際のアドレスの定義方法

•ネットワークオブジェクト NAT：NATをネットワークオブジェクトのパラメータと
して定義します。ネットワークオブジェクトが IPホスト、範囲、またはサブネット
を指定するので、NATの設定では実際の IPアドレスの代わりにこのオブジェクトを
使用できます。ネットワークオブジェクトの IPアドレスが実際のアドレスとして機
能します。この方法では、設定の他の部分ですでに使用されているネットワークオブ

ジェクトに NATを容易に追加できます。

• twice NAT：実際のアドレスとマッピングアドレス両方のネットワークオブジェクト
またはネットワークオブジェクトグループを識別します。この場合、NATはネット

ネットワークアドレス変換（NAT）
4

ネットワークアドレス変換（NAT）
twice NAT



ワークオブジェクトのパラメータではありません。ネットワークオブジェクトまた

はグループが、NATコンフィギュレーションのパラメータです。実際のアドレスの
ネットワークオブジェクトグループを使用できることは、twiceNATがよりスケーラ
ブルであることを意味します。

•送信元および宛先 NATの実装方法

• Network Object NAT：各ルールは、パケットの送信元または宛先のいずれかに適用で
きます。つまり、送信元 IPアドレスに 1つ、宛先 IPアドレスに 1つと、2つのルー
ルが使用されることがあります。これらの2つのルールを相互に結び付けて、送信先
と宛先の組み合わせに特定の変換を適用することはできません。

• twiceNAT：1つのルールにより送信元と宛先の両方が変換されます。パケットは 1つ
のルールにのみ一致し、それ以上のルールはチェックされません。オプションの宛先

アドレスを設定しない場合でも、マッチングするパケットは、1つの twice NATルー
ルだけに一致します。送信元および宛先は相互に結び付けられるので、送信元と宛先

の組み合わせに応じて、異なる変換を適用できます。たとえば、sourceA/destinationA
には、sourceA/destinationBとは異なる変換を設定できます。

• NATルールの順序

• Network Object NAT：NATテーブルで自動的に順序付けされます。

• twice NAT：NATテーブルで手動で順序付けします（Network Object NATルールの前
または後）。

NATルールの順序
Network Object NATおよび twice NATルールは、3つのセクションに分割される 1つのテーブ
ルに保存されます。最初にセクション 1のルール、次にセクション 2、最後にセクション 3と
いうように、一致が見つかるまで順番に適用されます。たとえば、セクション1で一致が見つ
かった場合、セクション 2とセクション 3は評価されません。次の表に、各セクション内の
ルールの順序を示します。

セクション 0もあり、このセクションには、システムが使用するために作成される NATルー
ルが含まれています。これらのルールは、他のすべてのルールよりも優先されます。これらの

ルールはシステムで自動的に作成され、必要に応じて xlateがクリアされます。セクション 0
では、ルールの追加、編集、または変更はできません。

（注）

ネットワークアドレス変換（NAT）
5

ネットワークアドレス変換（NAT）

NATルールの順序



表 1 : NATルールテーブル

セクション内のルールの順序ルールタイプ

テーブルのセ

クション

コンフィギュレーションに登場する順に、最初の一致ベー

スで適用されます。最初の一致が適用されるため、一般

的なルールの前に固有のルールが来るようにする必要が

あります。そうしない場合、固有のルールを期待どおり

に適用できない可能性があります。デフォルトでは、twice
NATルールはセクション 1に追加されます。

「固有のルールを前に」とは、次のことを意味します。

•静的ルールは動的ルールの前に配置する必要があり
ます。

•宛先変換を含むルールは、送信元変換のみのルール
の前に配置する必要があります。

送信元アドレスまたは宛先アドレスに基づいて複数のルー

ルが適用される可能性がある重複するルールを排除でき

ない場合は、これらの推奨事項に従うように特に注意し

てください。

twice NATセクション 1

セクション 1で一致が見つからない場合、セクション 2
のルールが次の順序で適用されます。

1. スタティックルール

2. ダイナミックルール

各ルールタイプでは、次の順序のガイドラインが使用さ

れます。

1. 実際の IPアドレスの数量：小から大の順。たとえ
ば、アドレスが 1個のオブジェクトは、アドレスが
10個のオブジェクトよりも先に評価されます。

2. 数量が同じ場合には、アドレス番号（低から高の順）
が使用されます。たとえば、10.1.1.0は、11.1.1.0よ
りも先に評価されます。

3. 同じ IPアドレスが使用される場合、ネットワークオ
ブジェクトの名前がアルファベット順で使用されま

す。たとえば、abracadabraは catwomanよりも先に評
価されます。

Network Object NATセクション 2
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セクション内のルールの順序ルールタイプ

テーブルのセ

クション

まだ一致が見つからない場合、セクション3のルールは、
コンフィギュレーションに登場する順に、最初の一致ベー

スで適用されます。このセクションには、最も一般的な

ルールを含める必要があります。このセクションにおい

ても、一般的なルールの前に固有のルールが来るように

する必要があります。そうしない場合、一般的なルール

が適用されます。

twice NATセクション 3

たとえばセクション 2のルールでは、ネットワークオブジェクト内に定義されている次の IP
アドレスがあるとします。

• 192.168.1.0/24（スタティック）

• 192.168.1.0/24（ダイナミック）

• 10.1.1.0/24（スタティック）

• 192.168.1.1/32（ダイナミック）

• 172.16.1.0/24（ダイナミック）（オブジェクト def）

• 172.16.1.0/24（ダイナミック）（オブジェクト abc）

この結果、使用される順序は次のとおりです。

• 192.168.1.1/32（ダイナミック）

• 10.1.1.0/24（スタティック）

• 192.168.1.0/24（スタティック）

• 172.16.1.0/24（ダイナミック）（オブジェクト abc）

• 172.16.1.0/24（ダイナミック）（オブジェクト def）

• 192.168.1.0/24（ダイナミック）

NATインターフェイス
ブリッジグループメンバーインターフェイスを除き、NATルールを設定して任意のインター
フェイス（つまり、すべてのインターフェイス）に適用できます。または、特定の実際のイン

ターフェイスおよびマッピングインターフェイスを識別できます。実際のアドレスには任意の

インターフェイスを指定できます。マッピングインターフェイスには特定のインターフェイス

を指定できます。または、その逆も可能です。

たとえば、複数のインターフェイスで同じプライベートアドレスを使用し、外部へのアクセス

時にはすべてのインターフェイスを同じグローバルプールに変換する場合、実際のアドレスに

ネットワークアドレス変換（NAT）
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任意のインターフェイスを指定し、マッピングアドレスには外部インターフェイスを指定しま

す。

図 1 :任意のインターフェイスの指定

ただし、「任意の」インターフェイスの概念は、ブリッジグループメンバーのインターフェ

イスには適用されません。「任意の」インターフェイスを指定する場合、すべてのブリッジグ

ループメンバーインターフェイスは除外されます。このため、NATをブリッジグループメ
ンバーに適用するには、メンバーインターフェイスを指定する必要があります。したがって、

ただ 1つのインターフェイスが異なるだけで多数の類似したルールができる可能性がありま
す。ブリッジ仮想インターフェイス（BVI）自体に NATを設定することはできませんが、メ
ンバーのインターフェイスのみに NATを設定することはできます。

NATのガイドライン
ここでは、NATの実装に関する詳細なガイドラインについて説明します。

NATのファイアウォールモードのガイドライン
NATは、ルーテッドモードとトランスペアレントファイアウォールモードでサポートされて
います。

ただし、ブリッジグループメンバーのインターフェイス（ブリッジグループ仮想インターフェ

イスの一部であるインターフェイス、BVI）での NAT設定には次の制限があります。

•ブリッジグループのメンバーのNATを設定するときは、メンバーインターフェイスを指
定します。ブリッジグループインターフェイス（BVI）自体に NATを設定することはで
きません。

•ブリッジグループメンバーのインターフェイス間でNATを実行するときには、実際のお
よびマッピングされたアドレスを指定する必要があります。インターフェイスとして「任

意」を指定することはできません。

•インターフェイスに接続されている IPアドレスがないため、マッピングされたアドレス
がブリッジグループメンバーのインターフェイスである場合、インターフェイス PATを
設定することはできません。

ネットワークアドレス変換（NAT）
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•送信元と宛先のインターフェイスが同じブリッジグループのメンバーである場合、IPv4と
IPv6ネットワーク（NAT64/46）の間での変換はできません。スタティック NAT/PAT
44/66、ダイナミック NAT44/66、およびダイナミック PAT44のみが使用可能な方式であ
り、ダイナミック PAT66はサポートされていません。ただし、異なるブリッジグループ
のメンバー間、またはブリッジグループメンバー（送信元）と標準ルーテッドインター

フェイス（宛先）間では、NAT64/46を行うことは可能です。

IPv6 NATガイドライン
NATでは、次のガイドラインと制御事項に基づいて IPv6をサポートしています。

•標準ルーテッドモードインターフェイスの場合、IPv4と IPv6の間の変換も可能です。

•同一ブリッジグループのメンバーであるインターフェイスの IPv4と IPv6間の変換はでき
ません。2つの IPv6または2つの IPv4ネットワーク間でのみ変換できます。この制限は、
インターフェイスが異なるブリッジグループのメンバーである場合、またはブリッジグ

ループのメンバーと標準的なルーテッドインターフェイスの間には該当しません。

•同じブリッジグループのインターフェイス間で変換するときは、IPv6のダイナミックPAT
（NAT66）を使用できません。この制限は、インターフェイスが異なるブリッジグルー
プのメンバーである場合、またはブリッジグループのメンバーと標準的なルーテッドイ

ンターフェイスの間には該当しません。

•スタティック NATの場合は、/64までの IPv6サブネットを指定できます。これよりも大
きいサブネットはサポートされません。

• FTPを NAT46とともに使用する場合は、IPv4 FTPクライアントが IPv6 FTPサーバに接続
するときに、クライアントは拡張パッシブモード（EPSV）または拡張ポートモード
（EPRT）を使用する必要があります。PASVコマンドおよび PORTコマンドは IPv6では
サポートされません。

IPv6 NATのベストプラクティス
NATを使用すると、IPv6ネットワーク間、さらに IPv4および IPv6ネットワークの間で変換で
きます（ルーテッドモードのみ）。次のベストプラクティスを推奨します。

• NAT66（IPv6-to-IPv6）：スタティック NATを使用することを推奨します。ダイナミック
NATまたは PATを使用できますが、IPv6アドレスは大量にあるため、ダイナミック NAT
を使用する必要がありません。リターントラフィックを許可しない場合は、スタティック

NATルールを単一方向にできます（twice NATのみ）。

• NAT46（IPv4-to-IPv6）：スタティック NATを使用することを推奨します。IPv6アドレス
空間は IPv4アドレス空間よりもかなり大きいので、容易にスタティック変換に対応でき
ます。リターントラフィックを許可しない場合は、スタティック NATルールを単一方向
にできます（twiceNATのみ）。IPv6サブネットに変換する場合（/96以下）、結果のマッ
ピングアドレスはデフォルトで IPv4埋め込み IPv6アドレスとなります。このアドレスで
は、IPv4アドレスの 32ビットが IPv6プレフィックスの後に埋め込まれています。たとえ
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ば、IPv6プレフィックスが /96プレフィックスの場合、IPv4アドレスは、アドレスの最後
の 32ビットに追加されます。たとえば、201b::0/96に 192.168.1.0/24をマッピングする場
合、192.168.1.4は 201b::0.192.168.1.4にマッピングされます（混合表記で表示）。/64な
ど、より小さいプレフィックスの場合、IPv4アドレスがプレフィックスの後に追加され、
サフィックスの 0が IPv4アドレスの後に追加されます。また、任意で、ネット間のアド
レスを変換できます。この場合、最初の IPv6アドレスに最初の IPv4アドレス、2番目 IPv6
アドレスに 2番目の IPv4アドレス、のようにマッピングします。

• NAT64（IPv6-to-IPv4）：IPv6アドレスの数に対応できる十分な数の IPv4アドレスがない
場合があります。大量の IPv4変換を提供するためにダイナミック PATプールを使用する
ことを推奨します。

NATのガイドラインの補足
• NATルールは、デバイスを通過するトラフィックにのみ適用され、RADIUS認証など、デ
バイスによって開始されるトラフィックには適用されません。

•ブリッジグループメンバーであるインターフェイスに対しては、NATルールを作成しま
す。ブリッジ仮想インターフェイス（BVI）自体には、 NATルールは作成できません

•サイト間 VPNで使用される仮想トンネルインターフェイス（VTI）の NATルールは作成
できません。VTIの送信元インターフェイスのルールを作成すると、NATは VPNトンネ
ルに適用されません。VTIでトンネリングされた VPNトラフィックに適用される NAT
ルールを作成するには、インターフェイスとして [任意（any）]を使用する必要がありま
す。インターフェイス名を明示的に指定することはできません。

•（Network Object NATのみ）。特定のオブジェクトに対して 1つのNATルールだけを定義
できます。オブジェクトに対して複数の NATルールを設定する場合は、同じ IPアドレス
を指定する異なる名前の複数のオブジェクトを作成する必要があります。たとえば、オブ

ジェクトネットワーク obj-10.10.10.1-01、オブジェクトネットワーク obj-10.10.10.1-02な
どです。

• VPNがインターフェイスで定義されると、インターフェイスの着信 ESPトラフィックに
NATルールは適用されません。システムでは、確立されている VPNトンネルの ESPトラ
フィックだけが許可され、既存のトンネルに関連付けられていないトラフィックはドロッ

プされます。この制約は ESPと UDPポート 500および 4500に適用されます。

•ダイナミック PATを適用しているデバイスの背後にあるデバイスでサイト間 VPNを定義
する場合、UDPポート 500および 4500は実際に使用されないため、PATデバイス背後の
デバイスから接続を開始する必要があります。正しいポート番号がわからないため、レス

ポンダはセキュリティアソシエーション（SA）を開始できません。

• NATコンフィギュレーションを変更したときに、既存の変換がタイムアウトするまで待
たずに新しい NATコンフィギュレーションを使用できるようにするには、デバイス CLI
で clear xlateコマンドを使用して変換テーブルを消去します。ただし、変換テーブルを消
去すると、変換を使用している現在の接続がすべて切断されます。
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既存の接続（VPNトンネルなど）に適用する新しい NATルールを作成する場合は、clear
connを使用して接続を終了する必要があります。その後、接続を再確立しようとすると、
NATルールが適用され、接続が正しく NAT変換されます。

ダイナミック NATまたは PATルールを削除し、削除したルール
に含まれるアドレスと重複するマッピングアドレスを含む新しい

ルールを追加すると、削除されたルールに関連付けられたすべて

の接続がタイムアウトするか、clear xlateまたは clear connコマ
ンドを使用してクリアされるまで、新しいルールは使用されませ

ん。この予防手段のおかげで、同じアドレスが複数のホストに割

り当てられないようにできます。

（注）

• SCTPトラフィックの変換時には、スタティックネットワークオブジェクト NATだけを
使用します。ダイナミック NAT/PATは許可されていません。スタティック Twice NATを
設定できますが、SCTPアソシエーションの宛先部分のトポロジが不明であるため、これ
は推奨されません。

• NATで使用されるオブジェクトおよびオブジェクトグループは必ず定義する必要があり、
IPアドレスを含める必要があります。

• 1つのオブジェクトグループに IPv4と IPv6の両方のアドレスを入れることはできませ
ん。オブジェクトグループには、1つのタイプのアドレスだけが含まれている必要があり
ます。

•（twice NATのみ）。発信元アドレスとして anyを NATルールで使用する場合、「any」
トラフィックの定義（IPv4と IPv6）はルールによって異なります。ASAがパケットに対
して NATを実行する前に、パケットが IPv6-to-IPv6または IPv4-to-IPv4である必要があり
ます。この前提条件では、ASAは、NATルールの anyの値を決定できます。たとえば、
「any」から IPv6サーバへのルールを設定しており、このサーバが IPv4アドレスからマッ
ピングされている場合、anyは「任意の IPv6トラフィック」を意味します。「any」から
「any」へのルールを設定し、送信元をインターフェイスの IPv4アドレスにマッピングす
る場合、anyは「任意の IPv4トラフィック」を意味します。これは、マッピングされたイ
ンターフェイスアドレスが、宛先も IPv4であることを暗示しているためです。

•同じマッピングオブジェクトやグループを複数の NATルールで使用できます。

•マッピング IPアドレスプールには、次のアドレスを含めることはできません。

•マッピングインターフェイスの IPアドレス。ルールに「any」インターフェイスを指
定すると、すべてのインターフェイスの IPアドレスが拒否されます。インターフェ
イス PAT（ルーテッドモードのみ）の場合は、インターフェイスアドレスの代わり
にインターフェイス名を指定します。

•フェールオーバーインターフェイスの IPアドレス。

•（トランスペアレントモード）管理 IPアドレス。
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•（ダイナミックNAT）VPNが有効な場合は、スタンバイインターフェイスの IPアド
レス。

•既存の VPNプールのアドレス。

•スタティックおよびダイナミック NATポリシーでは重複アドレスを使用しないでくださ
い。たとえば、重複アドレスを使用すると、PPTPのセカンダリ接続がダイナミック xlate
ではなくスタティック xlateにヒットした場合、PPTP接続の確立に失敗する可能性があり
ます。

• NATルールの送信元アドレスとリモートアクセス VPNアドレスプールの重複アドレスは
使用できません。

• NATや PATにおけるアプリケーションインスペクションの制限については、デフォルト
の検査と NATに関する制限事項を参照してください。

•アイデンティティ NATのデフォルト動作で、プロキシ ARPはイネーブルにされ、他のス
タティック NATルールと一致します。必要に応じてプロキシ ARPをディセーブルにでき
ます。詳細については、「NATパケットのルーティング」を参照してください。

• arp permit-nonconnectedコマンドを有効にすると、マッピングアドレスが接続されたサ
ブネットの一部ではなく、ユーザが NATルールでマッピングインターフェイスを指定し
ていない（つまり、「任意の」インターフェイスを指定している）場合、システムはARP
要求に応答しません。この問題を解決するには、マッピングインターフェイスを指定しま

す。

•ルールで宛先インターフェイスを指定すると、ルーティングテーブルでルートが検索され
るのではなく、そのインターフェイスが出力インターフェイスとして使用されます。ただ

しアイデンティティ NATの場合は、代わりにルートルックアップを使用することもでき
ます。

• NFSサーバへの接続に使用される Sun RPCトラフィックで PATを使用する場合、PATの
対象となるポートが 1024を超えると、NFSサーバが接続を拒否する可能性があることに
注意してください。NFSサーバのデフォルト設定では、1024を超えるポートからの接続
は拒否されます。エラーメッセージは、通常「Permission Denied（権限が拒否されまし
た）」です。範囲の下限のポートが使用できないときに、「フラット範囲」オプションを

使用して大きなポート番号を使用した場合に 1024を超えるポートのマッピングが発生す
る可能性があります（特にフラット範囲の下限を含めるオプションを選択しなかった場

合）。PATプールのポート範囲に予約済みポート（1〜 1023）を含めるオプションを選択
しない場合、1024を超えるポートのマッピングが発生します。この問題を回避するには、
NFSサーバの設定をすべてのポート番号を許可するように変更します。

• NATはトラフィックを介してのみ適用されます。システムによって生成されたトラフィッ
クは、NATの対象外です。

• NATのトランザクションコミットモデルを使用すると、システムのパフォーマンスと信
頼性を向上させることができます。詳細については、一般的な操作設定ガイドの基本設定

の章を参照してください。asp rule-engine transactional-commit natコマンドを使用しま
す。
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•ネットワークオブジェクトまたはグループの PATプールには、大文字と小文字を組み合
わせた名前を付けないでください。

•単方向オプションは主にテスト目的に有効であり、すべてのプロトコルで機能するとは限
りません。たとえば、SIPでは、NATを使用して SIPヘッダーを変換するためにプロトコ
ルインスペクションが必要ですが、変換を単方向にするとこの処理は行われません。

• Protocol Independent Multicast（PIM）レジスタの内部ペイロードで NATを使用することは
できません。

•（twice NAT）デュアル ISPインターフェイスセットアップ（ルーティング設定でサービ
スレベルアグリーメントを使用するプライマリインターフェイスとバックアップインター

フェイス）のNATルールを作成する場合は、ルールで宛先基準を指定しないでください。
プライマリインターフェイスのルールがバックアップインターフェイスのルールよりも前

にあることを確認してください。これにより、デバイスは、プライマリ ISPが利用できな
い場合に、現在のルーティング状態に基づいて正しい NAT宛先インターフェイスを選択
できます。宛先オブジェクトを指定すると、NATルールは、指定しない場合には重複す
るルールのプライマリインターフェイスを常に選択します。

•インターフェイスに定義された NATルールと一致しないトラフィックについて ASPド
ロップ理由 nat-no-xlate-to-pat-poolが示される場合は、影響を受けるトラフィックのアイデ
ンティティ NATルールを設定して、トラフィックが変換されずに通過できるようにしま
す。

• GREトンネルエンドポイントの NATを設定する場合は、エンドポイントでキープアライ
ブを無効にする必要があります。無効にしないと、トンネルを確立できません。エンドポ

イントは、キープアライブを元のアドレスに送信します。

• DHCPと BOOTPはポート UDP/67～ 68を共有します。BOOTPは廃止されているため、
DHCPも実行している場合、BOOTPポートの NATルールを作成するとポート割り当ての
問題が発生する可能性があります。ネットワークセグメント間でDHCP要求を送信する場
合は、代わりに DHCPリレーを使用することを検討してください。

マッピングアドレスオブジェクトのネットワークオブジェクト NAT
のガイドライン

ダイナミック NATの場合は、マッピングされたアドレスに対してオブジェクトまたはグルー
プを使用する必要があります。他のタイプの NATの場合は、オブジェクトまたはグループを
作成することも、インラインアドレスを使用することもできます。ネットワークオブジェク

トグループは、非連続的な IPアドレスの範囲または複数のホストやサブネットで構成される
マッピングアドレスを作成する場合に特に便利です。object networkコマンドと object-group
networkコマンドを使用してオブジェクトを作成します。

マッピングアドレスのオブジェクトを作成する場合は、次のガイドラインを考慮してくださ

い。
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• 1つのネットワークオブジェクトグループには、IPv4アドレスと IPv6アドレスのいずれ
か一方のオブジェクトやインラインアドレスを入れることができます。IPv4アドレスと
IPv6アドレスの両方をグループに入れることはできません。1つのタイプだけが含まれて
いる必要があります。

•拒否されるマッピング IPアドレスについては、NATのガイドラインの補足（10ページ）
を参照してください。

•ネットワークオブジェクトまたはグループの PATプールには、大文字と小文字を組み合
わせた名前を付けないでください。

•ダイナミック NAT：

•インラインアドレスは使用できません。ネットワークオブジェクトまたはグループ
を設定する必要があります。

•オブジェクトまたはグループには、サブネットを含めることはできません。オブジェ
クトは、範囲を定義する必要があります。グループには、ホストと範囲を含めること

ができます。

•マッピングされたネットワークオブジェクトに範囲とホスト IPアドレスの両方が含
まれている場合、範囲はダイナミック NATに使用され、ホスト IPアドレスは PAT
のフォールバックとして使用されます。

•ダイナミック PAT（隠蔽）：

•オブジェクトを使用する代わりに、任意でインラインホストアドレスを設定するか、
またはインターフェイスアドレスを指定できます。

•オブジェクトを使用する場合は、オブジェクトまたはグループにサブネットを含める
ことはできません。オブジェクトは、1つのホスト、または範囲（PATプールの場
合）を定義する必要があります。グループ（PATプールの場合）には、複数のホスト
と範囲を含めることができます。

•スタティック NATまたはポート変換を使用するスタティック NAT：

•オブジェクトを使用する代わりに、インラインアドレスを設定するか、またはイン
ターフェイスアドレスを指定できます（ポート変換を使用するスタティック NATの
場合）。

•オブジェクトを使用する場合は、オブジェクトまたはグループにホスト、範囲、また
はサブネットを入れることができます。

•アイデンティティ NAT

•オブジェクトを使用する代わりに、インラインアドレスを設定できます。

•オブジェクトを使用する場合は、オブジェクトは、変換する実際のアドレスと一致す
る必要があります。
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実際のアドレスオブジェクトおよびマッピングアドレスオブジェク

トの Twice NATのガイドライン
NATルールごとに、次に関するネットワークオブジェクトまたはグループを 4つまで設定し
ます。

•送信元の実際のアドレス

•送信元のマッピングアドレス

•宛先の実際のアドレス

•宛先のマッピングアドレス

すべてのトラフィックを表す anyキーワードインライン、または一部のタイプの NATの場合
はインターフェイスアドレスを表す interfaceキーワードを指定しない場合は、オブジェクトが
必要です。ネットワークオブジェクトグループは、非連続的な IPアドレスの範囲または複数
のホストやサブネットで構成されるマッピングアドレスを作成する場合に特に便利です。object
networkコマンドと object-group networkコマンドを使用してオブジェクトを作成します。

Twice NATのオブジェクトを作成する場合は、次のガイドラインを考慮してください。

• 1つのネットワークオブジェクトグループには、IPv4アドレスと IPv6アドレスのいずれ
か一方のオブジェクトやインラインアドレスを入れることができます。IPv4アドレスと
IPv6アドレスの両方をグループに入れることはできません。1つのタイプだけが含まれて
いる必要があります。

•拒否されるマッピング IPアドレスについては、NATのガイドラインの補足（10ページ）
を参照してください。

•ネットワークオブジェクトまたはグループの PATプールには、大文字と小文字を組み合
わせた名前を付けないでください。

•送信元ダイナミック NAT：

•通常は、実際のアドレスの大きいグループが小さいグループにマッピングされるよう
に設定します。

•マッピングされたオブジェクトまたはグループには、サブネットを含めることはでき
ません。オブジェクトは、範囲を定義する必要があります。グループには、ホストと

範囲を含めることができます。

•マッピングされたネットワークオブジェクトに範囲とホスト IPアドレスの両方が含
まれている場合、範囲はダイナミック NATに使用され、ホスト IPアドレスは PAT
のフォールバックとして使用されます。

•送信元ダイナミック PAT（隠蔽）：

•オブジェクトを使用する場合は、オブジェクトまたはグループにサブネットを含める
ことはできません。オブジェクトは、1つのホスト、または範囲（PATプールの場
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合）を定義する必要があります。グループ（PATプールの場合）には、複数のホスト
と範囲を含めることができます。

•送信元スタティック NATまたはポート変換を設定したスタティック NAT：

•マッピングされたオブジェクトまたはグループには、ホスト、範囲、またはサブネッ
トを含めることができます。

•スタティックマッピングは、通常 1対 1です。したがって、実際のアドレスとマッピ
ングアドレスの数は同じです。ただし、必要に応じて異なる数にすることができま

す。

•送信元アイデンティティ NAT

•実際のオブジェクトとマッピングされたオブジェクトが一致する必要があります。両
方に同じオブジェクトを使用することも、同じ IPアドレスが含まれる個別のオブジェ
クトを作成することもできます。

•宛先スタティック NATまたはポート変換を設定したスタティック NAT（宛先の変換は常
にスタティックです）：

• Twice NATの主な機能は、宛先 IPアドレスを含めることですが、宛先アドレスはオ
プションです。宛先アドレスを指定した場合、このアドレスにスタティック変換を設

定できるか、単にアイデンティティ NATを使用できます。宛先アドレスを使用せず
に Twice NATを設定して、実際のアドレスに対するネットワークオブジェクトグ
ループの使用または手動でのルールの順序付けを含む、Twice NATの他の特質の一部
を活用することができます。詳細については、Network Object NATと twice NATの比
較（4ページ）を参照してください。

•アイデンティティ NATでは、実際のオブジェクトとマッピングされたオブジェクト
が一致する必要があります。両方に同じオブジェクトを使用することも、同じ IPア
ドレスが含まれる個別のオブジェクトを作成することもできます。

•スタティックマッピングは、通常 1対 1です。したがって、実際のアドレスとマッピ
ングアドレスの数は同じです。ただし、必要に応じて異なる数にすることができま

す。

•ポート変換（ルーテッドモードのみ）が設定されたスタティックインターフェイス
NATでは、マッピングアドレスのネットワークオブジェクト/グループではなく、
interfaceキーワードを指定できます。

• www.example.comなどの完全修飾ドメイン名を、翻訳された（マッピングされた）
宛先として使用できます。詳細については、「FQDN宛先のガイドライン（17ペー
ジ）」を参照してください。
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FQDN宛先のガイドライン
IPアドレスの代わりに完全修飾ドメイン名（FQDN）ネットワークオブジェクトを使用して、
twiceNATルールに変換済み（マッピング）宛先を指定できます。たとえば、www.example.com
Webサーバを宛先とするトラフィックに基づいてルールを作成できます。

FQDNを使用すると、システムは DNS解決を取得し、返されたアドレスに基づいて NATルー
ルを書き込みます。複数の DNSサーバーグループを使用している場合は、フィルタドメイン
が優先され、フィルタに基づいて適切なグループからアドレスが要求されます。DNSサーバか
ら複数のアドレスを取得する場合、使用されるアドレスは次の情報に基づきます。

•指定したインターフェイスと同じサブネット上にアドレスがある場合は、そのアドレスが
使用されます。同じサブネットに存在しない場合は、最初に返されたアドレスが使用され

ます。

•変換後の送信元と変換後の宛先の IPタイプは一致している必要があります。たとえば、
変換後の送信元アドレスが IPv6の場合、FQDNオブジェクトはアドレスタイプとして IPv6
を指定する必要があります。変換後の送信元が IPv4の場合、FQDNオブジェクトはアド
レスタイプとして IPv4を指定する必要があります。

手動 NAT宛先に使用されるネットワークグループに FQDNオブジェクトを含めることはでき
ません。NATでは、1つの宛先ホストだけがこのタイプの NATルールに適しているため、
FQDNオブジェクトは単独で使用する必要があります。

FQDNを IPアドレスに解決できない場合、DNS解決が取得されるまでルールは機能しません。

実際のポートおよびマッピングポートのサービスオブジェクトの

Twice NATのガイドライン
必要に応じて、次のサービスオブジェクトを設定できます。

•送信元の実際のポート（スタティックのみ）または宛先の実際のポート

•送信元のマッピングポート（スタティックのみ）または宛先のマッピングポート

object serviceコマンドを使用してオブジェクトを作成します。

Twice NATのオブジェクトを作成する場合は、次のガイドラインを考慮してください。

• NATは、TCP、UDP、および SCTPのみをサポートします。ポートを変換する場合、実際
のサービスオブジェクトのプロトコルとマッピングサービスオブジェクトのプロトコル

の両方を同じにします（たとえば両方とも TCPにします）。SCTPポートの仕様を含むス
タティック Twice NATルールを設定できますが、SCTPアソシエーションの宛先部分のト
ポロジが不明であるため、これは推奨されません。SCTPに対して代わりにスタティック
オブジェクト NATを使用します。

•「not equal（等しくない）」（neq）演算子はサポートされていません。

ネットワークアドレス変換（NAT）
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•アイデンティティポート変換では、実際のポートとマッピングポートの両方に同じサー
ビスオブジェクトを使用できます。

•送信元ダイナミック NAT：送信元ダイナミック NATでは、ポート変換はサポートされま
せん。

•送信元ダイナミック PAT（隠蔽）：送信元ダイナミック PATでは、ポート変換はサポー
トされません。

•送信元スタティックNAT、ポート変換を設定したスタティックNAT、またはアイデンティ
ティ NAT：サービスオブジェクトには、送信元ポートと宛先ポートの両方を含めること
ができます。ただし、両方のサービスオブジェクトに、送信元ポートまたは宛先ポートの

いずれかを指定する必要があります。ご使用のアプリケーションが固定の送信元ポートを

使用する場合（一部の DNSサーバーなど）に送信元ポートおよび宛先ポートの両方を指
定する必要がありますが、固定の送信元ポートはめったに使用されません。たとえば、送

信元ホストのポートを変換する場合は、送信元サービスを設定します。

•宛先スタティック NATまたはポート変換を設定したスタティック NAT（宛先の変換は常
にスタティックです）：非スタティックな送信元 NATでは、宛先でのみポート変換を実
行できます。サービスオブジェクトには送信元ポートと宛先ポートの両方を含めることが

できますが、この場合は、宛先ポートだけが使用されます。送信元ポートを指定した場

合、無視されます。

ダイナミック NAT
ここでは、ダイナミック NATとその設定方法について説明します。

ダイナミック NATについて
ダイナミック NATでは、実際のアドレスのグループは、宛先ネットワーク上でルーティング
可能なマッピングアドレスのプールに変換されます。マッピングされたプールにあるアドレス

は、通常、実際のグループより少なくなります。変換対象のホストが宛先ネットワークにアク

セスすると、マッピングされたプールから IPアドレスが、NATによって、そのホストに割り
当てられます。変換は、実際のホストが接続を開始したときにだけ作成されます。変換は接続

が継続している間だけ有効であり、変換がタイムアウトすると、そのユーザは同じ IPアドレ
スを保持しません。したがって、アクセスルールでその接続が許可されている場合でも、宛先

ネットワークのユーザは、ダイナミック NATを使用するホストへの確実な接続を開始できま
せん。

変換の実施中、アクセスルールで許可されていれば、リモートホストは変換済みホストへの

接続を開始できます。アドレスは予測不可能であるため、ホストへの接続は確立されません。

ただし、この場合は、アクセスルールのセキュリティに依存できます。リモートホストからの

接続が成功すると、接続のアイドルタイマーがリセットされます。

（注）
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次の図に、一般的なダイナミック NATのシナリオを示します。実際のホストだけが NATセッ
ションを作成でき、応答トラフィックが許可されます。

図 2 :ダイナミック NAT

次の図に、マッピングアドレスへの接続開始を試みているリモートホストを示します。この

アドレスは、現時点では変換テーブルにないため、パケットはドロップされます。

図 3 :マッピングアドレスへの接続開始を試みているリモートホスト

ダイナミック NATの欠点と利点

ダイナミック NATには、次の欠点があります。

•マッピングされたプールにあるアドレスが実際のグループより少ない場合、予想以上にト
ラフィックが多いと、アドレスが不足する可能性があります。

この事象が発生した場合には、PATまたは PATフォールバック方式を使用します。PAT
では、単一アドレスのポートを使用して 64,000を超える変換を処理できるためです。

•マッピングプールではルーティング可能なアドレスを多数使用する必要があるのに、ルー
ティング可能なアドレスは多数用意できない場合があります。
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ダイナミック NATの利点は、一部のプロトコルで PATを使用できないことです。たとえば、
PATは以下において機能しません。

• GREバージョン0などのように、オーバーロードするためのポートがない IPプロトコル。

• 1つのポート上にデータストリームを持ち、別のポート上に制御パスを持つオープンスタ
ンダードではないアプリケーション。

ダイナミックネットワークオブジェクト NATの設定
この項では、ダイナミック NATのネットワークオブジェクト NATを設定する方法について
説明します。

手順

ステップ 1 マッピングアドレスにホストまたは範囲のネットワークオブジェクト（object networkコマン
ド）、またはネットワークオブジェクトグループ（object-group networkコマンド）を作成し
ます。

•オブジェクトまたはグループには、サブネットを含めることはできません。オブジェクト
は、範囲を定義する必要があります。グループには、ホストと範囲を含めることができま

す。

•マッピングされたネットワークオブジェクトに範囲とホスト IPアドレスの両方が含まれ
ている場合、範囲はダイナミック NATに使用され、ホスト IPアドレスは PATのフォー
ルバックとして使用されます。

ステップ 2 NATを設定するネットワークオブジェクトを作成または編集します。object network obj_name

例：

hostname(config)# object network my-host-obj1

ステップ 3 （正しいアドレスがあるオブジェクトを編集する場合はスキップする）変換する実際の IPv4
または IPv6アドレスを定義します。

• host {IPv4_address | IPv6_address}：単一のホストの IPv4または IPv6アドレス。たとえば、
10.1.1.1または 2001:DB8::0DB8:800:200C:417A。

• subnet {IPv4_address IPv4_mask | IPv6_address/IPv6_prefix}：ネットワークのアドレス。IPv4
サブネットの場合、10.0.0.0 255.0.0.0のように、スペースの後ろにマスクを含めます。IPv6
の場合、2001:DB8:0:CD30::/60のように、アドレスとプレフィックスを単一のユニット（ス
ペースなし）として含めます。

• range start_address end_address：アドレスの範囲。IPv4または IPv6の範囲を指定できま
す。マスクまたはプレフィックスを含めないでください。
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例：

hostname(config-network-object)# host 10.2.2.2

ステップ 4 オブジェクト IPアドレスのダイナミック NATを設定します。特定のオブジェクトに対して 1
つの NATルールだけを定義できます。

nat [(real_ifc,mapped_ifc)] dynamic mapped_obj [interface [ipv6]] [dns]

それぞれの説明は次のとおりです。

•インターフェイス：（ブリッジグループメンバーのインターフェイスに必要）実際のイ
ンターフェイス（real_ifc）およびマッピングインターフェイス（mapped_ifc）を指定しま
す。丸カッコを含める必要があります。ルーテッドモードでは、実際のインターフェイス

およびマッピングインターフェイスを指定しない場合は、すべてのインターフェイスが使

用されます。また、（any,outside）のようにインターフェイスのいずれかまたは両方にキー
ワード anyを指定することもできます。ただし、anyはブリッジグループのメンバイン
ターフェイスには適用されません。

•マッピング IPアドレス：マッピング IPアドレスが含まれるネットワークオブジェクトま
たはネットワークオブジェクトグループを指定します。

•インターフェイスPATのフォールバック：（任意）interfaceキーワードは、インターフェ
イス PATのフォールバックをイネーブルにします。マッピング IPアドレスを使い果たす
と、マッピングインターフェイスの IPアドレスが使用されます。ipv6を指定すると、イ
ンターフェイスの IPv6アドレスが使用されます。このオプションでは、mapped_ifcに特
定のインターフェイスを設定する必要があります。（マッピングされたインターフェイス

がブリッジグループメンバーのときは、interfaceを指定できません）

• DNS：（任意）dnsキーワードは、DNS応答を変換します。DNSインスペクションがイ
ネーブルになっていることを確認してください（デフォルトではイネーブルです）。詳細

については、「NATを使用した DNSクエリと応答の書き換え」を参照してください。

例：

hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) dynamic MAPPED_IPS interface

例

次の例では、外部アドレス 10.2.2.1～ 10.2.2.10の範囲の背後に 192.168.2.0ネットワー
クを隠すダイナミック NATを設定します。

hostname(config)# object network my-range-obj
hostname(config-network-object)# range 10.2.2.1 10.2.2.10
hostname(config)# object network my-inside-net
hostname(config-network-object)# subnet 192.168.2.0 255.255.255.0
hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) dynamic my-range-obj
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次の例では、ダイナミック PATバックアップを設定したダイナミック NATを設定し
ます。ネットワーク 10.76.11.0内のホストは、まず nat-range1プール（10.10.10.10～
10.10.10.20）にマッピングされます。nat-range1プール内のすべてのアドレスが割り当
てられたら、pat-ip1アドレス（10.10.10.21）を使用してダイナミック PATが実行され
ます。万一、PAT変換もすべて使用されてしまった場合は、外部インターフェイスア
ドレスを使用してダイナミック PATが実行されます。

hostname(config)# object network nat-range1
hostname(config-network-object)# range 10.10.10.10 10.10.10.20

hostname(config-network-object)# object network pat-ip1
hostname(config-network-object)# host 10.10.10.21

hostname(config-network-object)# object-group network nat-pat-grp
hostname(config-network-object)# network-object object nat-range1
hostname(config-network-object)# network-object object pat-ip1

hostname(config-network-object)# object network my_net_obj5
hostname(config-network-object)# subnet 10.76.11.0 255.255.255.0
hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) dynamic nat-pat-grp interface

次の例では、ダイナミック NATとダイナミック PATバックアップを使用して IPv6ホ
ストを IPv4に変換するように設定します。内部ネットワーク 2001:DB8::/96上のホス
トは最初に、IPv4_NAT_RANGEプール（209.165.201.30～ 209.165.201.1）にマッピン
グされます。IPv4_NAT_RANGEプール内のすべてのアドレスが割り当てられた後は、
IPv4_PATアドレス（209.165.201.31）を使用してダイナミック PATが実行されます。
PAT変換もすべて使用されてしまった場合は、外部インターフェイスアドレスを使用
してダイナミック PATが実行されます。

hostname(config)# object network IPv4_NAT_RANGE
hostname(config-network-object)# range 209.165.201.1 209.165.201.30

hostname(config-network-object)# object network IPv4_PAT
hostname(config-network-object)# host 209.165.201.31

hostname(config-network-object)# object-group network IPv4_GROUP
hostname(config-network-object)# network-object object IPv4_NAT_RANGE
hostname(config-network-object)# network-object object IPv4_PAT

hostname(config-network-object)# object network my_net_obj5
hostname(config-network-object)# subnet 2001:DB8::/96
hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) dynamic IPv4_GROUP interface

ダイナミック Twice NATの設定
この項では、ダイナミック NATの Twice NATを設定する方法について説明します。
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手順

ステップ 1 送信元の実際のアドレス、送信元のマッピングアドレス、宛先の実際のアドレス、および宛先
のマッピングアドレスに、ホストまたは範囲のネットワークオブジェクト（object networkコ
マンド）、またはネットワークオブジェクトグループ（object-group networkコマンド）を作
成します。宛先のマッピングアドレスに FQDNネットワークオブジェクトを使用することも
できます。

•すべての送信元トラフィックを変換する場合、送信元の実際のアドレスに対するオブジェ
クトの追加をスキップして、代わりに、natコマンドに anyキーワードを指定できます。

•ポート変換を設定した宛先のスタティックインターフェイス NATのみを設定する場合
は、宛先のマッピングアドレスに対するオブジェクトの追加をスキップして、代わりに、

natコマンドに interfaceキーワードを指定できます。

オブジェクトを作成する場合は、次のガイドラインを考慮してください。

•通常は、実際のアドレスの大きいグループが小さいグループにマッピングされるように設
定します。

•オブジェクトまたはグループには、サブネットを含めることはできません。オブジェクト
は、範囲を定義する必要があります。グループには、ホストと範囲を含めることができま

す。

•マッピングされたネットワークオブジェクトに範囲とホスト IPアドレスの両方が含まれ
ている場合、範囲はダイナミック NATに使用され、ホスト IPアドレスは PATのフォー
ルバックとして使用されます。

ステップ 2 （任意）宛先の実際のポートおよび宛先のマッピングポートにサービスオブジェクトを作成
します。

ダイナミック NATの場合、宛先でポート変換のみを実行できます。サービスオブジェクトに
は送信元ポートと宛先ポートの両方を含めることができますが、この場合は、宛先ポートだけ

が使用されます。送信元ポートを指定した場合、無視されます。

ステップ 3 ダイナミック NATを設定します。

nat [(real_ifc,mapped_ifc)] [line | {after-auto [line]}] source dynamic {real_obj | any} {mapped_obj
[interface [ipv6]]} [destination static {mapped_obj | interface [ipv6]} real_obj] [service
mapped_dest_svc_obj real_dest_svc_obj] [dns] [unidirectional] [inactive] [description desc]

それぞれの説明は次のとおりです。

•インターフェイス：（ブリッジグループメンバーのインターフェイスに必要）実際のイ
ンターフェイス（real_ifc）およびマッピングインターフェイス（mapped_ifc）を指定しま
す。丸カッコを含める必要があります。ルーテッドモードでは、実際のインターフェイス

およびマッピングインターフェイスを指定しない場合は、すべてのインターフェイスが使

用されます。また、（any,outside）のようにインターフェイスのいずれかまたは両方にキー
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ワード anyを指定することもできます。ただし、anyはブリッジグループのメンバイン
ターフェイスには適用されません。

•セクションおよび行：（任意）デフォルトでは、NAT規則は、NATテーブルのセクショ
ン 1の末尾に追加されます（NATルールの順序（5ページ）を参照）。セクション 1で
はなく、セクション 3（ネットワークオブジェクト NATルールの後ろ）にルールを追加
する場合、after-autoキーワードを使用します。ルールは、line引数を使用して、適切な
セクションの任意の場所に挿入できます。

•送信元アドレス：

•実際のアドレス：ネットワークオブジェクト、グループ、または anyキーワードを
指定します。

•マッピングアドレス：異なるネットワークオブジェクトまたはグループを指定しま
す。必要に応じて、次のフォールバック方式を設定できます。

•インターフェイス PATのフォールバック：（任意）interfaceキーワードは、イ
ンターフェイス PATのフォールバックをイネーブルにします。マッピング IPア
ドレスを使い果たすと、マッピングインターフェイスの IPアドレスが使用され
ます。ipv6を指定すると、インターフェイスの IPv6アドレスが使用されます。
このオプションでは、mapped_ifcに特定のインターフェイスを設定する必要があ
ります。（マッピングされたインターフェイスがブリッジグループメンバーに

なっているときは、interfaceを指定できません）

•宛先アドレス（任意）:

•マッピングアドレス：ネットワークオブジェクトまたはグループを指定します。ポー
ト変換が設定されたスタティックインターフェイス NATに限り、interfaceキーワー
ドを指定します。ipv6を指定すると、インターフェイスの IPv6アドレスが使用され
ます。interfaceを指定する場合は、必ず serviceキーワードも設定します。このオプ
ションでは、real_ifcに特定のインターフェイスを設定する必要があります。詳細に
ついては、「ポート変換を設定したスタティック NAT（41ページ）」を参照してく
ださい。

•実際のアドレス：ネットワークオブジェクトまたはグループを指定します。アイデン
ティティ NATでは、実際のアドレスとマッピングアドレスの両方に単に同じオブ
ジェクトまたはグループを使用します。

•宛先ポート：（任意）マッピングされたサービスオブジェクトおよび実際のサービスオ
ブジェクトとともに、serviceキーワードを指定します。アイデンティティポート変換で
は、実際のポートとマッピングポートの両方に同じサービスオブジェクトを使用します。

• DNS：（任意、送信元にのみ適用されるルール）dnsキーワードは、DNS応答を変換しま
す。DNSインスペクションがイネーブルになっていることを確認してください（デフォル
トではイネーブルです）。宛先アドレスを設定する場合、dnsキーワードは設定できませ
ん。詳細については、「NATを使用した DNSクエリと応答の書き換え」を参照してくだ
さい。
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•単方向：（任意）宛先アドレスが送信元アドレスへのトラフィックを開始できないように
するには、unidirectionalを指定します。

•非アクティブ：（任意）コマンドを削除する必要なくこの規則を非アクティブにするに
は、inactiveキーワードを使用します。再度アクティブ化するには、inactiveキーワードを
除いてコマンド全体を再入力します。

•説明：（任意）descriptionキーワードを使用して、最大 200文字の説明を入力します。

例：

hostname(config)# nat (inside,outside) source dynamic MyInsNet NAT_POOL
destination static Server1_mapped Server1 service MAPPED_SVC REAL_SVC

例

次に、209.165.201.1/27ネットワークのサーバーおよび 203.0.113.0/24ネットワークの
サーバーにアクセスする場合の内部ネットワーク 10.1.1.0/24のダイナミックNATを設
定する例を示します。

hostname(config)# object network INSIDE_NW
hostname(config-network-object)# subnet 10.1.1.0 255.255.255.0

hostname(config)# object network MAPPED_1
hostname(config-network-object)# range 209.165.200.225 209.165.200.254

hostname(config)# object network MAPPED_2
hostname(config-network-object)# range 209.165.202.129 209.165.200.158

hostname(config)# object network SERVERS_1
hostname(config-network-object)# subnet 209.165.201.0 255.255.255.224

hostname(config)# object network SERVERS_2
hostname(config-network-object)# subnet 203.0.113.0 255.255.255.0

hostname(config)# nat (inside,outside) source dynamic INSIDE_NW MAPPED_1
destination static SERVERS_1 SERVERS_1
hostname(config)# nat (inside,outside) source dynamic INSIDE_NW MAPPED_2
destination static SERVERS_2 SERVERS_2

次に、IPv4 209.165.201.1/27ネットワークのサーバーおよび 203.0.113.0/24ネットワー
クのサーバーにアクセスする場合の IPv6内部ネットワーク 2001:DB8:AAAA::/96のダ
イナミック NATを設定する例を示します。

hostname(config)# object network INSIDE_NW
hostname(config-network-object)# subnet 2001:DB8:AAAA::/96

hostname(config)# object network MAPPED_1
hostname(config-network-object)# range 209.165.200.225 209.165.200.254

hostname(config)# object network MAPPED_2
hostname(config-network-object)# range 209.165.202.129 209.165.200.158
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hostname(config)# object network SERVERS_1
hostname(config-network-object)# subnet 209.165.201.0 255.255.255.224

hostname(config)# object network SERVERS_2
hostname(config-network-object)# subnet 203.0.113.0 255.255.255.0

hostname(config)# nat (inside,outside) source dynamic INSIDE_NW MAPPED_1
destination static SERVERS_1 SERVERS_1
hostname(config)# nat (inside,outside) source dynamic INSIDE_NW MAPPED_2
destination static SERVERS_2 SERVERS_2

ダイナミック PAT
ここでは、ダイナミック PATについて説明します。

ダイナミック PATについて
ダイナミック PATでは、実際のアドレスおよび送信元ポートが 1つのマッピングアドレスお
よび固有のポートに変換されることによって、複数の実際のアドレスが 1つのマッピング IP
アドレスに変換されます。

送信元ポートが接続ごとに異なるため、各接続には別の変換セッションが必要です。たとえ

ば、10.1.1.1:1025には、10.1.1.1:1026とは別の変換が必要です。

次の図に、一般的なダイナミック PATのシナリオを示します。実際のホストだけが NATセッ
ションを作成でき、応答トラフィックが許可されます。マッピングアドレスはどの変換でも同

じですが、ポートがダイナミックに割り当てられます。

図 4 :ダイナミック PAT

変換が継続している間、アクセスルールで許可されていれば、宛先ネットワーク上のリモート

ホストは変換済みホストへの接続を開始できます。実際のポートアドレスおよびマッピング

ポートアドレスはどちらも予測不可能であるため、ホストへの接続は確立されません。ただ

し、この場合は、アクセスルールのセキュリティに依存できます。

接続の有効期限が切れると、ポート変換も有効期限切れになります。マルチセッション PAT
では、PATのタイムアウト（デフォルトでは 30秒）が使用されます。セッションごとの PAT
では、xlateがただちに削除されます。
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インターフェイスごとに異なる PATプールを使用することをお勧めします。複数のインター
フェイスに同じプールを使用する場合（特に「任意の」インターフェイスに使用する場合）

は、プールが短時間で使い尽くされ、新しい変換に使用できるポートがなくなる可能性があり

ます。

（注）

ダイナミック PATの欠点と利点

ダイナミック PATでは、1つのマッピングアドレスを使用できるため、ルーティング可能な
アドレスが節約されます。さらに、ASAインターフェイスの IPアドレスを PATアドレスとし
て使用できます。

同じブリッジグループのインターフェイス間で変換するときは、IPv6のダイナミック PAT
（NAT66）を使用できません。この制限は、インターフェイスが異なるブリッジグループの
メンバーである場合、またはブリッジグループのメンバーと標準的なルーテッドインターフェ

イスの間には該当しません。

ダイナミック PATは、制御パスとは異なるデータストリームを持つ一部のマルチメディアア
プリケーションでは機能しません。

ダイナミック PATによって、単一の IPアドレスから送信されたように見える数多くの接続が
作成されることがあります。この場合、このトラフィックはサーバで DoS攻撃として解釈さ
れる可能性があります。アドレスの PATプールを設定して、PATアドレスのラウンドロビン
割り当てを使用すると、この状況を緩和できます。

PATプールオブジェクトの注意事項

PATプールのネットワークオブジェクトを作成する場合は、次のガイドラインに従ってくだ
さい。

PATプールの場合

•ポートは、1024〜65535の範囲の使用可能なポートにマッピングされます。必要に応じ、
1024番未満の予約ポートを含めて、ポート範囲全体を変換に使用することもできます。

クラスタで動作する場合、アドレスごとに 512個のポートのブロックがクラスタのメン
バーに割り当てられ、これらのポートブロック内でマッピングが行われます。ブロック割

り当ても有効にした場合は、ブロック割り当てサイズに従ってポートが分配されます。こ

のデフォルトも512です。クラスタユニットの制限（クラスタのサイズ）を変更する場合
は、xlateをクリアするか、デバイスを再起動して、PATプールをクラスタユニットに適
切に再割り当てできるようにしてください。

• PATプールに対してブロック割り当てを有効にする場合、ポートブロックは1024～65535
の範囲でのみ割り当てられます。そのため、アプリケーションに低いポート番号（1～
1023）が必要な場合は、機能しない可能性があります。たとえば、ポート22（SSH）を要
求するアプリケーションは、1024～65535の範囲内のホストに割り当てられたブロック内
でマッピングされたポートを取得します。
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•同じ PATプールオブジェクトを 2つの異なるルールの中で使用する場合は、必ず同じオ
プションを各ルールに指定してください。たとえば、1つのルールで拡張 PATが指定され
る場合は、もう一方のルールでも拡張 PATが指定される必要があります。

•ホストに既存の接続がある場合は、そのホストからの以降の接続は同じ PAT IPアドレス
を使用します。使用可能なポートがない場合、接続が妨げられる可能性があります。この

問題を回避するには、ラウンドロビンオプションを使用します。

•パフォーマンスを最大にするには、PATプール内の IPアドレスの数を 10,000に制限しま
す。

PATプールの拡張 PATの場合

•多くのアプリケーションインスペクションでは、拡張 PATはサポートされていません。

•ダイナミック PATルールに対して拡張 PATをイネーブルにする場合、PATプールのアド
レスを、ポートトランスレーションルールを持つ別のスタティック NATの PATアドレ
スとしても使用することはできません。たとえば、PATプールに 10.1.1.1が含まれている
場合、PATアドレスとして 10.1.1.1を使用する、ポートトランスレーションルールを持
つスタティック NATは作成できません。

• PATプールを使用し、フォールバックのインターフェイスを指定する場合、拡張 PATを
使用できません。

• ICEまたは TURNを使用する VoIP配置では、拡張 PATを使用しないでください。ICEお
よび TURNは、すべての宛先に対して同じであるために PATバインディングに依存して
います。

•クラスタ内のユニットで拡張 PATを使用することはできません。

•拡張 PATは、デバイスでのメモリ使用率が増加します。

PATプールのラウンドロビン方式の場合

•ホストに既存の接続がある場合は、そのホストからの以降の接続は同じ PAT IPアドレス
を使用します（ポートが使用可能である場合）。ただし、この「粘着性」は、フェール

オーバーが発生すると失われます。デバイスがフェールオーバーすると、ホストからの後

続の接続では最初の IPアドレスが使用されない場合があります。

• PATプールルール/ラウンドロビンルールとインターフェイス PATルールが同じインター
フェイス上で混在していると、IPアドレスの「粘着性」も影響を受けます。指定したイン
ターフェイスで PATプールまたはインターフェイス PATのいずれかを選択します。競合
する PATルールは作成しないでください。

•ラウンドロビンでは、特に拡張 PATと組み合わせた場合に、大量のメモリが消費されま
す。NATプールはマッピングされるプロトコル/IPアドレス/ポート範囲ごとに作成される
ため、ラウンドロビンでは数多くの同時NATプールが作成され、メモリが使用されます。
拡張 PATでは、さらに多くの同時 NATプールが作成されます。
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ダイナミックネットワークオブジェクト PATの設定
この項では、ダイナミック PATのネットワークオブジェクト NATを設定する方法について説
明します。

手順

ステップ 1 （任意）マッピングアドレスにホストまたは範囲のネットワークオブジェクト（objectnetwork
コマンド）、またはネットワークオブジェクトグループ（object-group network コマンド）
を作成します。

•オブジェクトを使用する代わりに、任意でインラインホストアドレスを設定するか、ま
たはインターフェイスアドレスを指定できます。

•オブジェクトを使用する場合は、オブジェクトまたはグループにサブネットを入れること
はできません。オブジェクトは、1つのホスト、または範囲（PATプールの場合）を定義
する必要があります。グループ（PATプールの場合）には、複数のホストと範囲を入れる
ことができます。

ステップ 2 NATを設定するネットワークオブジェクトを作成または編集します。object network obj_name

例：

hostname(config)# object network my-host-obj1

ステップ 3 （正しいアドレスがあるオブジェクトを編集する場合はスキップする）変換する実際の IPv4
または IPv6アドレスを定義します。

• host{IPv4_address | IPv6_address}：単一のホストの IPv4または IPv6アドレス。たとえば、
10.1.1.1または 2001:DB8::0DB8:800:200C:417A。

• subnet {IPv4_address IPv4_mask | IPv6_address/IPv6_prefix}：ネットワークのアドレス。IPv4
サブネットの場合、10.0.0.0 255.0.0.0のように、スペースの後ろにマスクを含めます。IPv6
の場合、2001:DB8:0:CD30::/60のように、アドレスとプレフィックスを単一のユニット（ス
ペースなし）として含めます。

• range start_address end_address：アドレスの範囲。IPv4または IPv6の範囲を指定できま
す。マスクまたはプレフィックスを含めないでください。

例：

hostname(config-network-object)# range 10.1.1.1 10.1.1.90

ステップ 4 オブジェクト IPアドレスのダイナミック PATを設定します。特定のオブジェクトに対して 1
つの NATルールだけを定義できます。
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nat [(real_ifc,mapped_ifc)] dynamic {mapped_inline_host_ip | mapped_obj | pat-pool mapped-obj
[round-robin] [extended] [include-reserve] [block-allocation] | interface [ipv6]} [interface [ipv6]]

それぞれの説明は次のとおりです。

•インターフェイス：（ブリッジグループメンバーのインターフェイスに必要）実際のイ
ンターフェイス（real_ifc）およびマッピングインターフェイス（mapped_ifc）を指定しま
す。丸カッコを含める必要があります。ルーテッドモードでは、実際のインターフェイス

およびマッピングインターフェイスを指定しない場合は、すべてのインターフェイスが使

用されます。また、（any,outside）のようにインターフェイスのいずれかまたは両方にキー
ワード anyを指定することもできます。ただし、anyはブリッジグループのメンバイン
ターフェイスには適用されません。

•マッピング IPアドレス：マッピング IPアドレスを次のものとして指定できます。

• mapped_inline_host_ip：インラインホストアドレス。

• mapped_obj：ホストアドレスとして定義されるネットワークオブジェクト。

• pat-pool mapped-obj：複数のアドレスを含むネットワークオブジェクトまたはグルー
プ。

• interface [ipv6]：マッピングされたインターフェイスの IPアドレスがマッピングアド
レスとして使用されます。ipv6を指定した場合、インターフェイスの IPv6アドレス
が使用されます。このオプションでは、mapped_ifcに特定のインターフェイスを設定
する必要があります。（マッピングされたインターフェイスがブリッジグループメ

ンバーのときは、interfaceを指定できません）このキーワードは、インターフェイス
の IPアドレスを使用するときに使用する必要があります。インラインで、またはオ
ブジェクトとして入力することはできません。

• PATプールについて、次のオプションの 1つ以上を指定できます。

• round-robin：PATプールのラウンドロビンアドレス割り当てをイネーブルにします。
ラウンドロビンを指定しなければ、デフォルトで PATアドレスのすべてのポートは
次の PATアドレスが使用される前に割り当てられます。ラウンドロビン方式では、
最初のアドレスに戻って再び使用される前に、2番目のアドレス、またその次と、プー
ル内の各 PATアドレスからアドレス/ポートが割り当てられます。

• extended：拡張 PATをイネーブルにします。拡張 PATでは、変換情報の宛先アドレ
スとポートを含め、IPアドレスごとではなく、サービスごとに65535個のポートが使
用されます。通常は、PAT変換を作成するときに宛先ポートとアドレスは考慮されな
いため、PATアドレスごとに 65535個のポートに制限されます。たとえば、拡張 PAT
を使用して、192.168.1.7:23に向かう場合の 10.1.1.1:1027の変換、および 192.168.1.7:80
に向かう場合の 10.1.1.1:1027の変換を作成できます。

• include-reserve：アドレス変換に使用できるポートの範囲に予約済みポート（1〜
1023）を含めます。このオプションを指定しない場合、アドレスは 1024〜 65535の
範囲内のポートのみに変換されます。

• block-allocation：ポートブロック割り当てをイネーブルにします。キャリアグレード
または大規模 PATの場合は、NATに一度に 1つずつポート変換を割り当てさせる代

ネットワークアドレス変換（NAT）
30

ネットワークアドレス変換（NAT）

ダイナミックネットワークオブジェクト PATの設定



わりに、各ホストのポートのブロックを割り当てることができます。ポートのブロッ

クを割り当てる場合、ホストからの後続の接続はブロック内の新しい任意選択された

ポートを使用します。必要に応じて、元のブロックにすべてのポートに対するアク

ティブな接続がホストにある場合は、追加のブロックが割り当てられます。ポートの

ブロックは 1024～ 65535の範囲でのみ割り当てられます。ポートのブロック割り当
ては round-robinと互換性がありますが、extendedオプションを使用することはでき
ません。また、インターフェイス PATのフォールバックを使用することもできませ
ん。

•インターフェイス PATのフォールバック：（任意）interface [ipv6]キーワードは、プラ
イマリ PATアドレスの後に入力されたときにインターフェイス PATのフォールバックを
イネーブルにします。プライマリPATアドレスを使い果たすと、マッピングインターフェ
イスの IPアドレスが使用されます。ipv6を指定した場合、インターフェイスの IPv6アド
レスが使用されます。このオプションでは、mapped_ifcに特定のインターフェイスを設定
する必要があります。（マッピングされたインターフェイスがブリッジグループメンバー

のときは、interfaceを指定できません）

例：

hostname(config-network-object)# nat (any,outside) dynamic interface

例

次の例では、アドレス 10.2.2.2の背後に 192.168.2.0ネットワークを隠すダイナミック
PATを設定します。

hostname(config)# object network my-inside-net
hostname(config-network-object)# subnet 192.168.2.0 255.255.255.0
hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) dynamic 10.2.2.2

次の例では、外部インターフェイスアドレスの背後に192.168.2.0ネットワークを隠蔽
するダイナミック PATを設定します。

hostname(config)# object network my-inside-net
hostname(config-network-object)# subnet 192.168.2.0 255.255.255.0
hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) dynamic interface

次の例では、ダイナミック PATと PATプールを使用して内部 IPv6ネットワークを外
部 IPv4ネットワークに変換するように設定します。

hostname(config)# object network IPv4_POOL
hostname(config-network-object)# range 203.0.113.1 203.0.113.254
hostname(config)# object network IPv6_INSIDE
hostname(config-network-object)# subnet 2001:DB8::/96
hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) dynamic pat-pool IPv4_POOL
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ダイナミック Twice PATの設定
この項では、ダイナミック PATの Twice NATを設定する方法について説明します。

手順

ステップ 1 送信元の実際のアドレス、送信元のマッピングアドレス、宛先の実際のアドレス、および宛先
のマッピングアドレスに、ホストまたは範囲のネットワークオブジェクト（object network
コマンド）、またはネットワークオブジェクトグループ（object-group network コマンド）
を作成します。宛先のマッピングアドレスに FQDNネットワークオブジェクトを使用するこ
ともできます。

•すべての送信元トラフィックを変換する場合、送信元の実際のアドレスに対するオブジェ
クトの追加をスキップして、代わりに、natコマンドに anyキーワードを指定できます。

•インターフェイスアドレスをマッピングアドレスとして使用する場合は、送信元のマッ
ピングアドレスに対するオブジェクトの追加をスキップして、代わりに、natコマンドに
interfaceキーワードを指定できます。

•ポート変換を設定した宛先のスタティックインターフェイス NATのみを設定する場合
は、宛先のマッピングアドレスに対するオブジェクトの追加をスキップして、代わりに、

natコマンドに interfaceキーワードを指定できます。

オブジェクトを使用する場合は、オブジェクトまたはグループにサブネットを含めることはで

きません。オブジェクトは、1つのホスト、または範囲（PATプールの場合）を定義する必要
があります。グループ（PATプールの場合）には、複数のホストと範囲を含めることができま
す。

ステップ 2 （任意）宛先の実際のポートおよび宛先のマッピングポートにサービスオブジェクトを作成
します。

ダイナミック NATの場合、宛先でポート変換のみを実行できます。サービスオブジェクトに
は送信元ポートと宛先ポートの両方を含めることができますが、この場合は、宛先ポートだけ

が使用されます。送信元ポートを指定した場合、無視されます。

ステップ 3 ダイナミック PATを設定します。

nat [(real_ifc,mapped_ifc)] [line | after-auto [line]] source dynamic {real-obj | any} {mapped_obj
[interface [ipv6]] | pat-pool mapped-obj [round-robin] [extended] [include-reserve] [block-allocation]
[interface [ipv6]] | interface [ipv6]} [destination static {mapped_obj | interface [ipv6]} real_obj]
[service mapped_dest_svc_obj real_dest_svc_obj] [unidirectional] [inactive] [description description]

それぞれの説明は次のとおりです。

•インターフェイス：（ブリッジグループメンバーのインターフェイスに必要）実際のイ
ンターフェイス（real_ifc）およびマッピングインターフェイス（mapped_ifc）を指定しま
す。丸カッコを含める必要があります。ルーテッドモードでは、実際のインターフェイス

およびマッピングインターフェイスを指定しない場合は、すべてのインターフェイスが使

用されます。また、（any,outside）のようにインターフェイスのいずれかまたは両方にキー
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ワード anyを指定することもできます。ただし、anyはブリッジグループのメンバイン
ターフェイスには適用されません。

•セクションおよび行：（任意）デフォルトでは、NAT規則は、NATテーブルのセクショ
ン 1の末尾に追加されます（NATルールの順序（5ページ）を参照）。セクション 1で
はなく、セクション 3（ネットワークオブジェクト NATルールの後ろ）にルールを追加
する場合、after-autoキーワードを使用します。ルールは、line引数を使用して、適切な
セクションの任意の場所に挿入できます。

•送信元アドレス：

•実際のアドレス：ネットワークオブジェクト、グループ、または anyキーワードを
指定します。実際のインターフェイスからマッピングされたインターフェイスへのす

べてのトラフィックを変換する場合、anyキーワードを使用します。

•マッピングアドレス：次のいずれかを設定します。

•ネットワークオブジェクト：ホストアドレスを含むネットワークオブジェクト。

• pat-pool mapped-obj：複数のアドレスを含むネットワークオブジェクトまたはグ
ループ。

• interface [ipv6]：（ルーテッドモードのみ。）マッピングインターフェイスの IP
アドレスがマッピングアドレス（インターフェイスPAT）として使用されます。
ipv6を指定した場合、インターフェイスの IPv6アドレスが使用されます。この
オプションでは、mapped_ifcに特定のインターフェイスを設定する必要がありま
す。（マッピングされたインターフェイスがブリッジグループメンバーのとき

は、interfaceを指定できません）PATプールまたはネットワークオブジェクト
でこのキーワードを指定すると、インターフェイス PATのフォールバックが有
効になります。PAT IPアドレスを使い果たすと、マッピングインターフェイス
の IPアドレスが使用されます。

PATプールについて、次のオプションの 1つ以上を指定できます。

• round-robin：PATプールのラウンドロビンアドレス割り当てをイネーブルにし
ます。ラウンドロビンを指定しなければ、デフォルトで PATアドレスのすべて
のポートは次の PATアドレスが使用される前に割り当てられます。ラウンドロ
ビン方式では、最初のアドレスに戻って再び使用される前に、2番目のアドレス、
またその次と、プール内の各 PATアドレスからアドレス/ポートが割り当てられ
ます。

• extended：拡張 PATをイネーブルにします。拡張 PATでは、変換情報の宛先ア
ドレスとポートを含め、IPアドレスごとではなく、サービスごとに 65535個の
ポートが使用されます。通常は、PAT変換を作成するときに宛先ポートとアドレ
スは考慮されないため、PATアドレスごとに 65535個のポートに制限されます。
たとえば、拡張 PATを使用して、192.168.1.7:23に向かう場合の 10.1.1.1:1027の
変換、および 192.168.1.7:80に向かう場合の 10.1.1.1:1027の変換を作成できます。
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• include-reserve：アドレス変換に使用できるポートの範囲に予約済みポート（1〜
1023）を含めます。このオプションを指定しない場合、アドレスは1024〜65535
の範囲内のポートのみに変換されます。

• block-allocation：ポートブロック割り当てをイネーブルにします。キャリアグ
レードまたは大規模 PATの場合は、NATに一度に 1つずつポート変換を割り当
てさせる代わりに、各ホストのポートのブロックを割り当てることができます。

ポートのブロックを割り当てる場合、ホストからの後続の接続はブロック内の新

しい任意選択されたポートを使用します。必要に応じて、元のブロックにすべて

のポートに対するアクティブな接続がホストにある場合は、追加のブロックが割

り当てられます。ポートのブロックは 1024～ 65535の範囲でのみ割り当てられ
ます。ポートのブロック割り当てはround-robinと互換性がありますが、extended
オプションを使用することはできません。また、インターフェイスPATのフォー
ルバックを使用することもできません。

•宛先アドレス（任意）:

•マッピングアドレス：ネットワークオブジェクトまたはグループを指定します。ポー
ト変換を設定したスタティックインターフェイスNATに限り（非ブリッジグループ
のメンバインターフェイスのみ）、interfaceキーワードを指定します。ipv6を指定
した場合、インターフェイスの IPv6アドレスが使用されます。interfaceを指定する
場合は、必ず serviceキーワードも設定します。このオプションでは、real_ifcに特定
のインターフェイスを設定する必要があります。詳細については、「ポート変換を設

定したスタティック NAT（41ページ）」を参照してください。

•実際のアドレス：ネットワークオブジェクトまたはグループを指定します。アイデン
ティティ NATでは、実際のアドレスとマッピングアドレスの両方に単に同じオブ
ジェクトまたはグループを使用します。

•宛先ポート：（任意）マッピングされたサービスオブジェクトおよび実際のサービスオ
ブジェクトとともに、serviceキーワードを指定します。アイデンティティポート変換で
は、実際のポートとマッピングポートの両方に同じサービスオブジェクトを使用します。

•単方向：（任意）宛先アドレスが送信元アドレスへのトラフィックを開始できないように
するには、unidirectionalを指定します。

•非アクティブ：（任意）コマンドを削除する必要なくこのルールを非アクティブにするに
は、inactiveキーワードを使用します。再度アクティブ化するには、inactiveキーワードを
除いてコマンド全体を再入力します。

•説明：（任意）descriptionキーワードを使用して、最大 200文字の説明を入力します。

例：

hostname(config)# nat (inside,outside) source dynamic MyInsNet interface
destination static Server1 Server1
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description Interface PAT for inside addresses when going to server 1

例

次に、外部 Telnetサーバー 209.165.201.23へのアクセス時に内部ネットワーク
192.168.1.0/24のインターフェイスPATを設定し、203.0.113.0/24ネットワーク上のサー
バーへのアクセス時に PATプールを使用してダイナミック PATを設定する例を示し
ます。

hostname(config)# object network INSIDE_NW
hostname(config-network-object)# subnet 192.168.1.0 255.255.255.0

hostname(config)# object network PAT_POOL
hostname(config-network-object)# range 209.165.200.225 209.165.200.254

hostname(config)# object network TELNET_SVR
hostname(config-network-object)# host 209.165.201.23

hostname(config)# object service TELNET
hostname(config-service-object)# service tcp destination eq 23

hostname(config)# object network SERVERS
hostname(config-network-object)# subnet 203.0.113.0 255.255.255.0

hostname(config)# nat (inside,outside) source dynamic INSIDE_NW interface
destination static TELNET_SVR TELNET_SVR service TELNET TELNET
hostname(config)# nat (inside,outside) source dynamic INSIDE_NW pat-pool PAT_POOL
destination static SERVERS SERVERS

次に、外部 IPv6 Telnetサーバー 2001:DB8::23へのアクセス時に内部ネットワーク
192.168.1.0/24のインターフェイス PATを設定し、2001:DB8:AAAA::/96ネットワーク
上のサーバーへのアクセス時に PATプールを使用してダイナミック PATを設定する
例を示します。

hostname(config)# object network INSIDE_NW
hostname(config-network-object)# subnet 192.168.1.0 255.255.255.0

hostname(config)# object network PAT_POOL
hostname(config-network-object)# range 2001:DB8:AAAA::1 2001:DB8:AAAA::200

hostname(config)# object network TELNET_SVR
hostname(config-network-object)# host 2001:DB8::23

hostname(config)# object service TELNET
hostname(config-service-object)# service tcp destination eq 23

hostname(config)# object network SERVERS
hostname(config-network-object)# subnet 2001:DB8:AAAA::/96

hostname(config)# nat (inside,outside) source dynamic INSIDE_NW interface ipv6
destination static TELNET_SVR TELNET_SVR service TELNET TELNET
hostname(config)# nat (inside,outside) source dynamic INSIDE_NW pat-pool PAT_POOL
destination static SERVERS SERVERS
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ポートブロック割り当てによる PATの設定
キャリアグレードまたは大規模 PATでは、NATに 1度に 1つのポート変換を割り当てさせる
のではなく、各ホストにポートのブロックを割り当てることができます（RFC 6888を参照し
てください）。ポートのブロックを割り当てる場合、ホストからの後続の接続はブロック内の

新しい任意選択されたポートを使用します。必要に応じて、元のブロックにすべてのポートに

対するアクティブな接続がホストにある場合は、追加のブロックが割り当てられます。ブロッ

ク内のポートを使用する最後の xlateが削除されると、ブロックは解放されます。

ポートブロックを割り当てる主な理由は、ロギングの縮小です。ポートブロックの割り当て

が記録され、接続が記録されますが、ポートブロック内で作成されたxlateは記録されません。
一方、ログ分析はより困難になります。

ポートのブロックは 1024～ 65535の範囲でのみ割り当てられます。TCP、UDP、および ICMP
接続用の個別のブロックがあり、これらのブロックは重複する場合があります。そのため、ア

プリケーションに低いポート番号（1～ 1023）が必要な場合は、機能しない可能性がありま
す。たとえば、ポート 22（SSH）を要求するアプリケーションは、1024～ 65535の範囲内の
ホストに割り当てられたブロック内でマッピングされたポートを取得します。低いポート番号

を使用するアプリケーションに対してブロック割り当てを使用しない個別の NATルールを作
成できます。Twice NATの場合は、ルールが確実にブロック割り当てルールの前に来るように
します。

始める前に

NATルールの使用上の注意：

• round-robinキーワードは含めることはできますが、extended、include-reserve、または
interface（インターフェイスPATフォールバック用）を含めることはできません。その他
の送信元/宛先のアドレスとポート情報も許可されます。

•既存のルールを置き換える場合は、NATを変更するすべてのケースと同様、置き換える
ルールに関連する xlateをクリアする必要があります。これは、新しいルールを有効にす
るために必要です。それらを明示的にクリアするか、または単にタイムアウトになるまで

待ちます。クラスタでの動作の場合、クラスタ全体で xlateをグローバルにクリアする必
要があります。

通常の PATルールとブロック割り当て PATルールを切り替える
場合、オブジェクト NATでは、まずルールを削除してから xlate
をクリアする必要があります。その後、新しいオブジェクトNAT
ルールを作成できます。そうしないと、show asp drop出力に
pat-port-block-state-mismatchドロップが表示されます。

（注）

•特定の PATプールに対し、そのプールを使用するすべてのルールに対してブロック割り
当てを指定する（または指定しない）必要があります。1つのルールにブロックを割り当
てることはできず、別のルールに割り当てることもできません。重複する PATプールも
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またロック割り当て設定を混在させることはできません。また、ポート変換ルールを含む

スタティック NATとプールを重複させることはできません。

手順

ステップ 1 （任意）ブロック割り当てサイズを設定します。これは各ブロックのポート数です。

xlate block-allocation size value

範囲は 32～ 4096です。デフォルトは 512です。デフォルト値に戻すには、no形式を使用しま
す。

デフォルトを使用しない場合は、選択したサイズが64,512に均等に分割していることを確認し
ます（1024～65535の範囲のポート数）。確認を怠ると、使用できないポートが混入します。
たとえば、100を指定すると、12個の未使用ポートがあります。

ステップ 2 （任意）ホストごとに割り当てることができる最大ブロック数を設定します。

xlate block-allocation maximum-per-host number

制限はプロトコルごとに設定されるので、制限「4」は、ホストごとの上限が 4つの UDPブ
ロック、4つの TCPブロック、および 4つの ICMPブロックであることを意味します。指定で
きる値の範囲は 1～ 8で、デフォルトは 4です。デフォルト値に戻すには、no形式を使用しま
す。

ステップ 3 （オプション）暫定 syslogの生成をイネーブルにします。

xlate block-allocation pba-interim-logging seconds

デフォルトでは、ポートブロックの作成および削除中にシステムで syslogメッセージが生成
されます。暫定ロギングをイネーブルにすると、指定した間隔で次のメッセージが生成されま

す。メッセージは、その時点で割り当てられているすべてのアクティブポートブロックをレ

ポートします（プロトコル（ICMP、TCP、UDP）、送信元および宛先インターフェイス、IP
アドレス、ポートブロックを含む）。間隔は 21600～ 604800秒（6時間から 7日間）を指定
することができます。

%ASA-6-305017: Pba-interim-logging: Active protocol block of ports for translation from
real_interface:real_host_ip to mapped_interface:mapped_ip_address/start_port_num-end_port_num

例：

ciscoasa(config)# xlate block-allocation pba-interim-logging 21600

ステップ 4 PATプールのブロック割り当てを使用する NATルールを追加します。

•オブジェクト PAT。

nat [(real_ifc,mapped_ifc)] dynamic pat-pool mapped-obj block-allocation

例：

object network mapped-pat-pool
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range 10.100.10.1 10.100.10.2
object network src_host

host 10.111.10.15
object network src_host

nat (inside,outside) dynamic
pat-pool mapped-pat-pool block-allocation

• Twice PAT。

nat [(real_ifc,mapped_ifc)] [line | after-auto [line]] source dynamic real_obj pat-poolmapped-obj
block-allocation

例：

object network mapped-pat-pool
range 10.100.10.1 10.100.10.2

object network src_network
subnet 10.100.10.0 255.255.255.0

nat (inside,outside) 1 source dynamic src_network
pat-pool mapped-pat-pool block-allocation

Per-Session PATまたはMulti-Session PATの設定
デフォルトでは、すべての TCP PATトラフィックおよびすべての UDP DNSトラフィックが
Per-Session PATを使用します。トラフィックにMulti-Session PATを使用するには、Per-Session
PATルールを設定します。許可ルールで Per-Session PATを使用し、拒否ルールでMulti-Session
PATを使用します。

Per-session PATによって PATの拡張性が向上し、クラスタリングの場合に各メンバーユニッ
トに独自の PAT接続を使用できるようになります。Multi-Session PAT接続は、制御ユニット
に転送して制御ユニットを所有者とする必要があります。Per-Session PATセッションの終了時
に、ASAからリセットが送信され、即座に xlateが削除されます。このリセットによって、エ
ンドノードは即座に接続を解放し、TIME_WAIT状態を回避します。対照的に、Multi-Session
PATでは、PATタイムアウトが使用されます（デフォルトでは 30秒）。

HTTPや HTTPSなどの「ヒットエンドラン」トラフィックの場合、Per-Session PATは、1つの
アドレスによってサポートされる接続率を大幅に増やすことができます。Per-Session PATを使
用しない場合は、特定の IPプロトコルに対する 1アドレスの最大接続率は約 2000/秒です。
Per-Session PATを使用する場合は、特定の IPプロトコルに対する 1アドレスの接続率は 65535/
平均ライフタイムです。

Multi-Session PATのメリットを活用できるトラフィック、たとえばH.323、SIP、Skinnyに対し
て Per-session PATをディセーブルにするには、Per-session拒否ルールを作成します。ただし、
これらのプロトコルで使用する UDPポートにセッション単位の PATも使用する場合は、それ
らに許可ルールを作成する必要があります。
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始める前に

デフォルトでは、次のルールがインストールされます。

xlate per-session permit tcp any4 any4
xlate per-session permit tcp any4 any6
xlate per-session permit tcp any6 any4
xlate per-session permit tcp any6 any6
xlate per-session permit udp any4 any4 eq domain
xlate per-session permit udp any4 any6 eq domain
xlate per-session permit udp any6 any4 eq domain
xlate per-session permit udp any6 any6 eq domain

これらのルールは削除できません。これらのルールは常に、手動作成されたルールの後に存在

します。ルールは順番に評価されるので、デフォルトルールを無効にすることができます。た

とえば、これらのルールを完全に反転させるには、次のものを追加します。

xlate per-session deny tcp any4 any4
xlate per-session deny tcp any4 any6
xlate per-session deny tcp any6 any4
xlate per-session deny tcp any6 any6
xlate per-session deny udp any4 any4 eq domain
xlate per-session deny udp any4 any6 eq domain
xlate per-session deny udp any6 any4 eq domain
xlate per-session deny udp any6 any6 eq domain

手順

Per-session PATの許可または拒否ルールを作成します。このルールはデフォルトルールの上に
置かれますが、他の手動作成されたルールよりは下です。ルールは必ず、適用する順序で作成

してください。

xlate per-session {permit | deny} {tcp | udp} source_ip [operator src_port] destination_ip [operator
dest_port]

変換元と変換先の IPアドレスについては、次のように設定できます。

• host ip_address：IPv4または IPv6ホストアドレスを指定します。

• ip_address mask：IPv4ネットワークアドレスおよびサブネットマスクを指定します。

• ipv6-address/prefix-length：IPv6ネットワークアドレスとプレフィックスを指定します。

• any4および any6：any4は IPv4トラフィックだけを指定します。any6は any6トラフィッ
クを指定します。

operatorでは、変換元または変換先で使用されるポート番号の条件を指定します。デフォルト
では、すべてのポートです。使用できる演算子は、次のとおりです。

• lt：より小さい

• gt：より大きい
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• eq：等しい

• neq：等しくない

• range：値の包括的な範囲。この演算子を使用する場合は、2つのポート番号を指定します
（例：range 100 200）。

例

次の例では、H.323トラフィックのための拒否ルールを作成します。このトラフィッ
クにはMulti-Session PATが使用されるようにするためです。

hostname(config)# xlate per-session deny tcp any4 209.165.201.7 eq 1720
hostname(config)# xlate per-session deny udp any4 209.165.201.7 range 1718 1719

次に、SIP UDPポートにセッション単位の PATを許可することで、クラスタのメンバ
間での SIPの分散を有効にする例を示します。SIP TCPポートではセッション単位の
PATがデフォルトであるため、デフォルトのルールを変更した場合を除き、TCPに
ルールは必要ありません。

hostname(config)# xlate per-session permit udp any4 any4 eq sip

スタティック NAT
ここでは、スタティック NATの概要およびその実装方法について説明します。

スタティック NATについて
スタティック NATでは、実際のアドレスからマッピングアドレスへの固定変換が作成されま
す。マッピングアドレスは連続する各接続で同じなので、スタティック NATでは、双方向の
接続（ホストへの接続とホストからの接続の両方）を開始できます（接続を許可するアクセス

ルールが存在する場合）。一方、ダイナミック NATおよび PATでは、各ホストが後続の変換
に対して異なるアドレスまたはポートを使用するので、双方向の接続は開始できません。

次の図に、一般的なスタティック NATのシナリオを示します。この変換は常にアクティブな
ので、実際のホストとリモートホストの両方が接続を開始できます。
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図 5 :スタティック NAT

必要に応じて、双方向の接続を無効化できます。（注）

ポート変換を設定したスタティック NAT

ポート変換を設定したスタティック NATでは、実際のプロトコルとマッピングプロトコルお
よびポートを指定できます。

スタティック NATを使用してポートを指定する場合、ポートまたは IPアドレスを同じ値に
マッピングするか、別の値にマッピングするかを選択できます。

次の図に、ポート変換が設定された一般的なスタティック NATのシナリオを示します。自身
にマッピングしたポートと、別の値にマッピングしたポートの両方を示しています。いずれの

ケースでも、IPアドレスは別の値にマッピングされています。この変換は常にアクティブなの
で、変換されたホストとリモートホストの両方が接続を開始できます。

図 6 :ポート変換を設定したスタティック NATの一般的なシナリオ

ポート変換ルールを設定したスタティック NATは、指定されたポートの宛先 IPアドレスのみ
にアクセスを制限します。NATルールの対象となっていない別のポートの宛先 IPアドレスに
アクセスしようとすると、接続がブロックされます。さらに、twice NATの場合、NATルール
の送信元 IPアドレスと一致しないトラフィックは、宛先ポートに関係なく、宛先 IPアドレス
と一致するとドロップされます。そのため、宛先 IPアドレスに対して許可される他のすべて
のトラフィックに関してルールを追加する必要があります。たとえば、ポートを指定しないで

IPアドレスのスタティック NATルールを設定し、それをポート変換ルールの後に配置するこ
とができます。
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セカンダリチャネルのアプリケーションインスペクションが必要なアプリケーション（FTP、
VoIPなど）を使用する場合は、NATが自動的にセカンダリポートを変換します。

（注）

次は、ポート変換を使用するスタティック NATのその他の使用例です。

アイデンティティポート変換を設定したスタティック NAT

内部リソースへの外部アクセスを簡素化できます。たとえば、異なるポート（FTP、HTTP、
および SMTPなど）でサービスを提供する、3つの独立したサーバがある場合、外部ユー
ザに単一の IPアドレスを付与してこれらのサービスにアクセスできるようにすることが
できます。次に、アイデンティティポート変換を設定したスタティック NATを設定し
て、単一の外部 IPアドレスを実際のサーバの正しい IPアドレスに、アクセスしようとし
ているポートに基づいてマッピングします。サーバは標準のポート（それぞれ21、80、お
よび25）を使用しているため、ポートを変更する必要はありません。この例の設定方法に
ついては、FTP、HTTP、および SMTPのための単一アドレス（ポート変換を設定したス
タティック NAT）を参照してください。

標準以外のポートのポート変換を設定したスタティック NAT

ポート変換を設定したスタティック NATを使用すると、予約済みポートから標準以外の
ポートへの変換や、その逆の変換も実行できます。たとえば、内部Webサーバがポート
8080を使用する場合、ポート 80に接続することを外部ユーザに許可し、その後、変換を
元のポート8080に戻すことができます。同様に、セキュリティをさらに高めるには、Web
ユーザに標準以外のポート 6785に接続するように指示し、その後、変換をポート 80に戻
すことができます。

ポート変換を設定したスタティックインターフェイス NAT

スタティック NATは、実際のアドレスをインターフェイスアドレスとポートの組み合わ
せにマッピングするように設定できます。たとえば、デバイスの外部インターフェイスへ

の Telnetアクセスを内部ホストにリダイレクトする場合、内部ホストの IPアドレス/ポー
ト 23を外部インターフェイスアドレス/ポート 23にマッピングできます。

1対多のスタティック NAT

通常、スタティック NATは 1対 1のマッピングで設定します。しかし場合によっては、1つ
の実際のアドレスを複数のマッピングアドレスに設定することがあります（1対多）。1対多
のスタティック NATを設定する場合、実際のホストがトラフィックを開始すると、常に最初
のマッピングアドレスが使用されます。しかし、ホストに向けて開始されたトラフィックの場

合、任意のマッピングアドレスへのトラフィックを開始でき、1つの実際のアドレスには変換
されません。

次の図に、一般的な 1対多のスタティック NATシナリオを示します。実際のホストが開始す
ると、常に最初のマッピングアドレスが使用されるため、実際のホスト IP/最初のマッピング
IPの変換は、理論的には双方向変換のみが行われます。
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図 7 :一対多のスタティック NAT

たとえば、10.1.2.27にロードバランサが存在するとします。要求される URLに応じて、トラ
フィックを正しいWebサーバにリダイレクトします。この例の設定方法については、複数の
マッピングアドレス（スタティック NAT、1対多）を持つ内部ロードバランサを参照してく
ださい。

図 8 :一対多のスタティック NATの例

他のマッピングシナリオ（非推奨）

NATには、1対1、1対多だけではなく、少対多、多対少、多対1など任意の種類のスタティッ
クマッピングシナリオを使用できるという柔軟性があります。1対 1マッピングまたは 1対多
マッピングだけを使用することをお勧めします。その他のマッピングオプションは、予期しな

い結果が発生する可能性があります。
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機能的には、少対多は、1対多と同じです。しかし、コンフィギュレーションが複雑化して、
実際のマッピングが一目では明らかでない場合があるため、必要とする実際の各アドレスに対

して1対多のコンフィギュレーションを作成することを推奨します。たとえば、少対多のシナ
リオでは、少数の実際のアドレスが多数のマッピングアドレスに順番にマッピングされます

（Aは 1、Bは 2、Cは 3）。すべての実際のアドレスがマッピングされたら、次にマッピング
アドレスは、最初の実際のアドレスにマッピングされ、すべてのマッピングアドレスがマッピ

ングされるまで続行されます（Aは 4、Bは 5、Cは 6）。この結果、実際の各アドレスに対し
て複数のマッピングアドレスが存在することになります。1対多のコンフィギュレーションの
ように、最初のマッピングだけが双方向です。後続のマッピングでは、実際のホストへのトラ

フィックは開始できますが、実際のホストからのすべてのトラフィックは、送信元として最初

にマッピングされたアドレスだけを使用します。

次の図に、一般的な少対多のスタティック NATシナリオを示します。

図 9 :少対多のスタティック NAT

多対少または多対1コンフィギュレーションでは、マッピングアドレスよりも多くの実際のア
ドレスが存在します。実際のアドレスが不足するよりも前に、マッピングアドレスが不足しま

す。双方向の開始を実現できるのは、最下位の実際の IPアドレスとマッピングされたプール
の間でマッピングを行ったときだけです。残りの上位の実際のアドレスはトラフィックを開始

できますが、これらへのトラフィックは開始できません。リターントラフィックは、接続の固

有の 5つの要素（送信元 IP、宛先 IP、送信元ポート、宛先ポート、プロトコル）によって適
切な実際のアドレスに転送されます。

多対少または多対 1の NATは PATではありません。2つの実際のホストが同じ送信元ポート
番号を使用して同じ外部サーバおよび同じ TCP宛先ポートにアクセスする場合は、両方のホ
ストが同じ IPアドレスに変換されると、アドレスの競合が起こるため（5タプルが一意でな
い）、両方の接続がリセットされます。

（注）

次の図に、一般的な多対少のスタティック NATシナリオを示します。
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図 10 :多対少のスタティック NAT

このようにスタティックルールを使用するのではなく、双方向の開始を必要とするトラフィッ

クに 1対 1のルールを作成し、残りのアドレスにダイナミックルールを作成することをお勧め
します。

スタティックネットワークオブジェクト NATまたはポート変換を設
定したスタティック NATの設定

この項では、ネットワークオブジェクト NATを使用してスタティック NATルールを設定す
る方法について説明します。

手順

ステップ 1 （任意）マッピングアドレスにネットワークオブジェクト（object networkコマンド）または
ネットワークオブジェクトグループ（object-group networkコマンド）を作成します。

•オブジェクトを使用する代わりに、インラインアドレスを設定するか、またはインター
フェイスアドレスを指定できます（ポート変換を使用するスタティック NATの場合）。

•オブジェクトを使用する場合は、オブジェクトまたはグループにホスト、範囲、またはサ
ブネットを入れることができます。

ステップ 2 NATを設定するネットワークオブジェクトを作成または編集します。object network obj_name

例：

hostname(config)# object network my-host-obj1

ステップ 3 （正しいアドレスがあるオブジェクトを編集する場合はスキップする）変換する実際の IPv4
または IPv6アドレスを定義します。

• host {IPv4_address | IPv6_address}：単一のホストの IPv4または IPv6アドレス。たとえば、
10.1.1.1または 2001:DB8::0DB8:800:200C:417A。

• subnet {IPv4_address IPv4_mask | IPv6_address/IPv6_prefix}：ネットワークのアドレス。IPv4
サブネットの場合、10.0.0.0 255.0.0.0のように、スペースの後ろにマスクを含めます。IPv6
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の場合、2001:DB8:0:CD30::/60のように、アドレスとプレフィックスを単一のユニット（ス
ペースなし）として含めます。

• range start_address end_address：アドレスの範囲。IPv4または IPv6の範囲を指定できま
す。マスクまたはプレフィックスを含めないでください。

例：

hostname(config-network-object)# subnet 10.2.1.0 255.255.255.0

ステップ 4 オブジェクト IPアドレスのスタティック NATを設定します。特定のオブジェクトに対して 1
つの NATルールだけを定義できます。

nat[(real_ifc,mapped_ifc)] static {mapped_inline_host_ip | mapped_obj |interface [ipv6]} [net-to-net]
[dns | service {tcp | udp | sctp} real_port mapped_port] [no-proxy-arp]

それぞれの説明は次のとおりです。

•インターフェイス：（ブリッジグループメンバーのインターフェイスに必要）実際のイ
ンターフェイス（real_ifc）およびマッピングインターフェイス（mapped_ifc）を指定しま
す。丸カッコを含める必要があります。ルーテッドモードでは、実際のインターフェイス

およびマッピングインターフェイスを指定しない場合は、すべてのインターフェイスが使

用されます。また、（any,outside）のようにインターフェイスのいずれかまたは両方にキー
ワード anyを指定することもできます。ただし、anyはブリッジグループのメンバイン
ターフェイスには適用されません。

•マッピング IPアドレス：マッピング IPアドレスを次のいずれかとして指定できます。通
常、1対 1のマッピングでは、実際のアドレスと同じ数のマッピングアドレスを設定しま
す。しかし、アドレスの数が一致しない場合もあります。スタティック NAT（40ペー
ジ）を参照してください。

• mapped_inline_host_ip：インラインホスト IPアドレス。これにより、ホストオブジェ
クトに 1対 1のマッピングが提供されます。サブネットオブジェクトの場合は、イン
ラインホストアドレスに対して同じネットマスクが使用され、マッピングされたイン

ラインホストのサブネット内のアドレスに対して 1対 1の変換が行われます。範囲オ
ブジェクトの場合は、マッピングされたアドレスには、範囲オブジェクトにある同じ

数のホストが含まれ、それらはマッピングされたホストアドレスから始まります。た

とえば、実際のアドレスが 10.1.1.1～ 10.1.1.6の範囲として定義され、172.20.1.1を
マッピングアドレスとして指定する場合、マッピング範囲には、172.20.1.1～172.20.1.6
が含まれます。NAT46またはNAT66変換では、IPv6ネットワークアドレスを指定で
きます。

• mapped_obj：既存のネットワークオブジェクトまたはグループ。IPアドレスの範囲
に 1対 1のマッピングを行うには、同じ数のアドレスを含む範囲を含むオブジェクト
を選択します。

• interface：（ポート変換を設定したスタティックNATのみ）マッピングインターフェ
イスの IPアドレスがマッピングアドレスとして使用されます。ipv6を指定すると、
インターフェイスの IPv6アドレスが使用されます。このオプションでは、mapped_ifc
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に特定のインターフェイスを設定する必要があります。（マッピングされたインター

フェイスがブリッジグループメンバーのときは、interfaceを指定できません）この
キーワードは、インターフェイスの IPアドレスを使用するときに使用する必要があ
ります。インラインで、またはオブジェクトとして入力することはできません。service
キーワードも必ず設定します

•ネットツーネット：（任意）NAT 46の場合、net-to-netを指定すると、最初の IPv4アド
レスが最初の IPv6アドレスに、2番目が 2番目に、というように変換されます。このオプ
ションを指定しない場合は、IPv4埋め込み方式が使用されます。1対 1変換の場合は、こ
のキーワードを使用する必要があります。

• DNS：（任意）dnsキーワードは、DNS応答を変換します。DNSインスペクションがイ
ネーブルになっていることを確認してください（デフォルトではイネーブルです）。詳細

については、「NATを使用した DNSクエリと応答の書き換え」を参照してください。

•ポート変換：（ポート変換を設定したスタティック NATのみ）希望するプロトコルキー
ワードと実際のポートおよびマッピングポートとともに serviceを指定します。ポート番
号または予約済みポートの名前（httpなど）のいずれかを入力できます。

•プロキシARPなし：（任意）マッピング IPアドレスに着信したパケットのプロキシARP
をディセーブルにするには、no-proxy-arpを指定します。プロキシ ARPのディセーブル
化が必要となる可能性がある状況については、マッピングアドレスとルーティングを参照

してください。

例：

hostname(config-network-object)#
nat (inside,outside) static MAPPED_IPS service tcp 80 8080

例

次の例では、内部にある実際のホスト 10.1.1.1の、DNSリライトがイネーブルに設定
された外部にある 10.2.2.2へのスタティック NATを設定します。

hostname(config)# object network my-host-obj1
hostname(config-network-object)# host 10.1.1.1
hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) static 10.2.2.2 dns

次の例では、内部にある実際のホスト 10.1.1.1の、マッピングされたオブジェクトを
使用する外部にある 10.2.2.2へのスタティック NATを設定します。

hostname(config)# object network my-mapped-obj
hostname(config-network-object)# host 10.2.2.2

hostname(config-network-object)# object network my-host-obj1
hostname(config-network-object)# host 10.1.1.1
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hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) static my-mapped-obj

次の例では、10.1.1.1のTCPポート 21の、外部インターフェイスのポート 2121への、
ポート変換を設定したスタティック NATを設定します。

hostname(config)# object network my-ftp-server
hostname(config-network-object)# host 10.1.1.1
hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) static interface service tcp 21
2121

次の例では、内部 IPv4ネットワークを外部 IPv6ネットワークにマッピングします。

hostname(config)# object network inside_v4_v6
hostname(config-network-object)# subnet 10.1.1.0 255.255.255.0
hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) static 2001:DB8::/96

次の例では、内部 IPv6ネットワークを外部 IPv6ネットワークにマッピングします。

hostname(config)# object network inside_v6
hostname(config-network-object)# subnet 2001:DB8:AAAA::/96
hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) static 2001:DB8:BBBB::/96

スタティック Twice NATまたはポート変換を設定したスタティック
NATの設定

この項では、Twice NATを使用してスタティック NATルールを設定する方法について説明し
ます。

手順

ステップ 1 送信元の実際のアドレス、送信元のマッピングアドレス、宛先の実際のアドレス、および宛先
のマッピングアドレスに、ホストまたは範囲のネットワークオブジェクト（object networkコ
マンド）、またはネットワークオブジェクトグループ（object-group networkコマンド）を作
成します。宛先のマッピングアドレスに FQDNネットワークオブジェクトを使用することも
できます。

•ポート変換を設定した送信元のスタティックインターフェイス NATのみを設定する場合
は、送信元のマッピングアドレスに対するオブジェクトの追加をスキップして、代わり

に、natコマンドに interfaceキーワードを指定できます。

•ポート変換を設定した宛先のスタティックインターフェイス NATのみを設定する場合
は、宛先のマッピングアドレスに対するオブジェクトの追加をスキップして、代わりに、

natコマンドに interfaceキーワードを指定できます。

オブジェクトを作成する場合は、次のガイドラインを考慮してください。
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•マッピングされたオブジェクトまたはグループには、ホスト、範囲、またはサブネットを
含めることができます。

•スタティックマッピングは、通常 1対 1です。したがって、実際のアドレスとマッピング
アドレスの数は同じです。ただし、必要に応じて異なる数にすることができます。詳細に

ついては、スタティック NAT（40ページ）を参照してください。

ステップ 2 （オプション）次のサービスオブジェクトを作成します。

•送信元または宛先の実際のポート

•送信元または宛先のマッピングポート

サービスオブジェクトには、送信元ポートと宛先ポートの両方を含めることができますが、両

方のサービスオブジェクトに送信元ポートまたは宛先ポートのいずれかを指定する必要があり

ます。ご使用のアプリケーションが固定の送信元ポートを使用する場合（一部のDNSサーバー
など）に送信元ポートおよび宛先ポートの両方を指定する必要がありますが、固定の送信元

ポートはめったに使用されません。たとえば、送信元ホストのポートを変換する場合は、送信

元サービスを設定します。

ステップ 3 スタティック NATを設定します。

nat [(real_ifc,mapped_ifc)] [line | {after-object [line]}] source static real_ob [mapped_obj | interface
[ipv6]] [destination static {mapped_obj | interface [ipv6]} real_obj] [service
real_src_mapped_dest_svc_obj mapped_src_real_dest_svc_obj] [net-to-net] [dns] [unidirectional |
no-proxy-arp] [inactive] [description desc]

それぞれの説明は次のとおりです。

•インターフェイス：（ブリッジグループメンバーのインターフェイスに必要）実際のイ
ンターフェイス（real_ifc）およびマッピングインターフェイス（mapped_ifc）を指定しま
す。丸カッコを含める必要があります。ルーテッドモードでは、実際のインターフェイス

およびマッピングインターフェイスを指定しない場合は、すべてのインターフェイスが使

用されます。また、（any,outside）のようにインターフェイスのいずれかまたは両方にキー
ワード anyを指定することもできます。ただし、anyはブリッジグループのメンバイン
ターフェイスには適用されません。

•セクションおよび行：（任意）デフォルトでは、NAT規則は、NATテーブルのセクショ
ン 1の末尾に追加されます（NATルールの順序（5ページ）を参照）。セクション 1で
はなく、セクション 3（ネットワークオブジェクト NATルールの後ろ）にルールを追加
する場合、after-autoキーワードを使用します。ルールは、line引数を使用して、適切な
セクションの任意の場所に挿入できます。

•送信元アドレス：

•実際のアドレス：ネットワークオブジェクトまたはグループを指定します。アイデン
ティティ NATに使用される anyキーワードを使用しないでください。

•マッピングアドレス：異なるネットワークオブジェクトまたはグループを指定しま
す。ポート変換を設定したスタティックインターフェイス NATに限り、interface
キーワードを指定できます。ipv6を指定すると、インターフェイスの IPv6アドレス
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が使用されます。interfaceを指定する場合、serviceキーワードも設定します（この場
合、サービスオブジェクトは送信元ポートだけを含む必要があります）。このオプ

ションでは、mapped_ifcに特定のインターフェイスを設定する必要があります。（マッ
ピングされたインターフェイスがブリッジグループメンバーのときは、interfaceを
指定できません）詳細については、「ポート変換を設定したスタティック NAT（41
ページ）」を参照してください。

•宛先アドレス（任意）:

•マッピングアドレス：ネットワークオブジェクトまたはグループを指定します。ポー
ト変換が設定されたスタティックインターフェイス NATに限り、interfaceキーワー
ドを指定します。ipv6を指定すると、インターフェイスの IPv6アドレスが使用され
ます。interfaceを指定する場合、必ず serviceキーワードも設定します（この場合、
サービスオブジェクトは宛先ポートだけを含む必要があります）。このオプションで

は、real_ifcに特定のインターフェイスを設定する必要があります。（マッピングさ
れたインターフェイスがブリッジグループメンバーのときは、interfaceを指定でき
ません）

•実際のアドレス：ネットワークオブジェクトまたはグループを指定します。アイデン
ティティ NATでは、実際のアドレスとマッピングアドレスの両方に単に同じオブ
ジェクトまたはグループを使用します。

•ポート：（任意）実際のサービスオブジェクトおよびマッピングされたサービスオブジェ
クトとともに、serviceキーワードを指定します。送信元ポート変換の場合、オブジェクト
は送信元サービスを指定する必要があります。送信元ポート変換のコマンド内のサービス

オブジェクトの順序は、service real_obj mapped_objです。宛先ポート変換の場合、オブ
ジェクトは宛先サービスを指定する必要があります。宛先ポート変換のサービスオブジェ

クトの順序は、service mapped_obj real_objです。オブジェクトで送信元ポートと宛先ポー
トの両方を指定することはほとんどありませんが、この場合には、最初のサービスオブ

ジェクトに実際の送信元ポート/マッピングされた宛先ポートが含まれます。2つめのサー
ビスオブジェクトには、マッピングされた送信元ポート/実際の宛先ポートが含まれます。
アイデンティティポート変換の場合は、実際のポートとマッピングポートの両方（コン

フィギュレーションに応じて、送信元ポート、宛先ポート、またはその両方）に同じサー

ビスオブジェクトを使用するだけです。

•ネットツーネット：（任意）NAT 46の場合、net-to-netを指定すると、最初の IPv4アド
レスが最初の IPv6アドレスに、2番目が 2番目に、というように変換されます。このオプ
ションを指定しない場合は、IPv4埋め込み方式が使用されます。1対 1変換の場合は、こ
のキーワードを使用する必要があります。

• DNS：（任意、送信元にのみ適用されるルール）dnsキーワードは、DNS応答を変換しま
す。DNSインスペクションがイネーブルになっていることを確認してください（デフォル
トではイネーブルです）。宛先アドレスを設定する場合、dnsキーワードは設定できませ
ん。詳細については、「NATを使用した DNSクエリと応答の書き換え」を参照してくだ
さい。
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•単方向：（任意）宛先アドレスが送信元アドレスへのトラフィックを開始できないように
するには、unidirectionalを指定します。

•プロキシARPなし：（任意）マッピング IPアドレスに着信したパケットのプロキシARP
をディセーブルにするには、no-proxy-arpを指定します。詳細については、「マッピング
アドレスとルーティング」を参照してください。

•非アクティブ：（任意）コマンドを削除する必要なくこの規則を非アクティブにするに
は、inactiveキーワードを使用します。再度アクティブ化するには、inactiveキーワードを
除いてコマンド全体を再入力します。

•説明：（任意）descriptionキーワードを使用して、最大 200文字の説明を入力します。

例：

hostname(config)# nat (inside,dmz) source static MyInsNet MyInsNet_mapped
destination static Server1 Server1 service REAL_SRC_SVC MAPPED_SRC_SVC

例

次に、ポート変換を使用するスタティックインターフェイス NATの使用例を示しま
す。外部にあるホストが、宛先ポート 65000～ 65004を指定して外部インターフェイ
ス IPアドレスに接続することにより、内部にあるFTPサーバにアクセスします。トラ
フィックは、192.168.10.100:6500～ 65004の内部 FTPサーバーに変換されません。コ
マンドで指定した送信元アドレスとポートを変換するため、サービスオブジェクトに

は送信元ポート範囲（宛先ポートではなく）を指定することに注意してください。宛

先ポートは「any」です。スタティック NATは双方向であるため、「送信元」および
「宛先」を使用して一次的にコマンドキーワードを扱うものであり、パケット内の実

際の送信元および実際の宛先のアドレスとポートは、パケットを送信するホストによっ

て異なります。この例では、外部から内部への接続が発生しているため、FTPサーバ
の「送信元」アドレスとポートは、実際には発信元パケット内では宛先アドレスとポー

トになります。

hostname(config)# object service FTP_PASV_PORT_RANGE
hostname(config-service-object)# service tcp source range 65000 65004

hostname(config)# object network HOST_FTP_SERVER
hostname(config-network-object)# host 192.168.10.100

hostname(config)# nat (inside,outside) source static HOST_FTP_SERVER interface
service FTP_PASV_PORT_RANGE FTP_PASV_PORT_RANGE

次に、IPv6ネットワークへのアクセス時のある IPv6から別の IPv6へのスタティック
変換、および IPv4ネットワークへのアクセス時の IPv4 PATプールへのダイナミック
PAT変換の例を示します。

hostname(config)# object network INSIDE_NW
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hostname(config-network-object)# subnet 2001:DB8:AAAA::/96

hostname(config)# object network MAPPED_IPv6_NW
hostname(config-network-object)# subnet 2001:DB8:BBBB::/96

hostname(config)# object network OUTSIDE_IPv6_NW
hostname(config-network-object)# subnet 2001:DB8:CCCC::/96

hostname(config)# object network OUTSIDE_IPv4_NW
hostname(config-network-object)# subnet 10.1.1.0 255.255.255.0

hostname(config)# object network MAPPED_IPv4_POOL
hostname(config-network-object)# range 10.1.2.1 10.1.2.254

hostname(config)# nat (inside,outside) source static INSIDE_NW MAPPED_IPv6_NW
destination static OUTSIDE_IPv6_NW OUTSIDE_IPv6_NW
hostname(config)# nat (inside,outside) source dynamic INSIDE_NW pat-pool MAPPED_IPv4_POOL
destination static OUTSIDE_IPv4_NW OUTSIDE_IPv4_NW

アイデンティティ NAT
IPアドレスを自身に変換する必要のある NATコンフィギュレーションを設定できます。たと
えば、1つのネットワークを除いた、すべてのネットワークに NATを適用するといった広範
なルールを作成する場合、スタティック NATルールを作成して、アドレスを自身に変換する
ことができます。アイデンティティ NATは、クライアントトラフィックを NATから除外す
る必要のあるリモートアクセス VPNの場合に必須です。

次の図に、一般的なアイデンティティ NATのシナリオを示します。

図 11 :アイデンティティ NAT

ここでは、アイデンティティ NATの設定方法について説明します。

アイデンティティネットワークオブジェクト NATの設定
この項では、ネットワークオブジェクト NATを使用してアイデンティティ NATルールを設
定する方法について説明します。
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手順

ステップ 1 （任意）マッピングアドレスにネットワークオブジェクト（object networkコマンド）または
ネットワークオブジェクトグループ（object-group networkコマンド）を作成します。

•オブジェクトを使用する代わりに、インラインアドレスを設定できます。

•オブジェクトを使用する場合は、オブジェクトは、変換する実際のアドレスと一致する必
要があります。

ステップ 2 NATを設定するネットワークオブジェクトを作成または編集します。object network obj_name

各オブジェクトのコンテンツが同一である必要がある場合でも、オブジェクトはマッピングア

ドレスに使用する内容とは異なるオブジェクトにする必要があります。

例：

hostname(config)# object network my-host-obj1

ステップ 3 （正しいアドレスがあるオブジェクトを編集する場合はスキップする）変換する実際の IPv4
または IPv6アドレスを定義します。

• host {IPv4_address | IPv6_address}：単一のホストの IPv4または IPv6アドレス。たとえば、
10.1.1.1または 2001:DB8::0DB8:800:200C:417A。

• subnet {IPv4_address IPv4_mask | IPv6_address/IPv6_prefix}：ネットワークのアドレス。IPv4
サブネットの場合、10.0.0.0 255.0.0.0のように、スペースの後ろにマスクを含めます。IPv6
の場合、2001:DB8:0:CD30::/60のように、アドレスとプレフィックスを単一のユニット（ス
ペースなし）として含めます。

• range start_address end_address：アドレスの範囲。IPv4または IPv6の範囲を指定できま
す。マスクまたはプレフィックスを含めないでください。

例：

hostname(config-network-object)# subnet 10.2.1.0 255.255.255.0

ステップ 4 オブジェクト IPアドレスのアイデンティティ NATを設定します。特定のオブジェクトに対し
て 1つの NATルールだけを定義できます。

nat [(real_ifc,mapped_ifc)] static {mapped_inline_host_ip |mapped_obj} [no-proxy-arp] [route-lookup]

それぞれの説明は次のとおりです。

•インターフェイス：（ブリッジグループメンバーのインターフェイスに必要）実際のイ
ンターフェイス（real_ifc）およびマッピングインターフェイス（mapped_ifc）を指定しま
す。丸カッコを含める必要があります。ルーテッドモードでは、実際のインターフェイス

およびマッピングインターフェイスを指定しない場合は、すべてのインターフェイスが使
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用されます。また、（any,outside）のようにインターフェイスのいずれかまたは両方にキー
ワード anyを指定することもできます。ただし、anyはブリッジグループのメンバイン
ターフェイスには適用されません。

•マッピング IPアドレス：マッピングアドレスと実際のアドレスの両方に同じ IPアドレス
を設定するようにしてください。次のいずれかを使用します。

• mapped_inline_host_ip：インラインホスト IPアドレス。ホストオブジェクトの場合
は、同じアドレスを指定します。範囲オブジェクトの場合は、実際の範囲における最

初のアドレスを指定します（範囲内の同じ数のアドレスが使用されます）。サブネッ

トオブジェクトの場合は、実際のサブネット内にある任意のアドレスを指定します

（サブネット内のすべてのアドレスが使用されます）。

• mapped_obj：実際のオブジェクトと同じアドレスを含むネットワークオブジェクトま
たはグループ。

•プロキシARPなし：（任意）マッピング IPアドレスに着信したパケットのプロキシARP
をディセーブルにするには、no-proxy-arpを指定します。プロキシ ARPのディセーブル
化が必要となる可能性がある状況については、マッピングアドレスとルーティングを参照

してください。

•ルートルックアップ：（ルーテッドモードのみ、インターフェイスを指定）NATコマン
ドに指定したインターフェイスを使用する代わりに、ルートルックアップを使用して出力

インターフェイスを決定するには、route-lookupを指定します。詳細については、「出力
インターフェイスの決定」を参照してください。

例：

hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) static MAPPED_IPS

例

次の例では、インラインのマッピングアドレスを使用して、ホストアドレスを自身に

マッピングします。

hostname(config)# object network my-host-obj1
hostname(config-network-object)# host 10.1.1.1
hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) static 10.1.1.1

次の例では、ネットワークオブジェクトを使用して、ホストアドレスを自身にマッピ

ングします。

hostname(config)# object network my-host-obj1-identity
hostname(config-network-object)# host 10.1.1.1

hostname(config-network-object)# object network my-host-obj1
hostname(config-network-object)# host 10.1.1.1
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hostname(config-network-object)# nat (inside,outside) static my-host-obj1-identity

アイデンティティ Twice NATの設定
この項では、Twice NATを使用してアイデンティティ NATルールを設定する方法について説
明します。

手順

ステップ 1 送信元の実際のアドレス（通常、送信元のマッピングアドレスに同じオブジェクトを使用）、
宛先の実際のアドレス、および宛先のマッピングアドレスに、ホストまたは範囲のネットワー

クオブジェクト（object networkコマンド）、またはネットワークオブジェクトグループ
（object-group networkコマンド）を作成します。宛先のマッピングアドレスに FQDNネット
ワークオブジェクトを使用することもできます。

•すべてのアドレスに対してアイデンティティ NATを実行する場合は、送信元の実際のア
ドレスのオブジェクトの作成をスキップして、代わりに、natコマンドでanyanyキーワー
ドを使用します。

•ポート変換を設定した宛先のスタティックインターフェイス NATのみを設定する場合
は、宛先のマッピングアドレスに対するオブジェクトの追加をスキップして、代わりに、

natコマンドに interfaceキーワードを指定できます。

オブジェクトを作成する場合は、次のガイドラインを考慮してください。

•マッピングされたオブジェクトまたはグループには、ホスト、範囲、またはサブネットを
含めることができます。

•実際のオブジェクトとマッピングされた送信元オブジェクトが一致する必要があります。
両方に同じオブジェクトを使用することも、同じ IPアドレスが含まれる個別のオブジェ
クトを作成することもできます。

ステップ 2 （オプション）次のサービスオブジェクトを作成します。

•送信元または宛先の実際のポート

•送信元または宛先のマッピングポート

サービスオブジェクトには、送信元ポートと宛先ポートの両方を含めることができますが、両

方のサービスオブジェクトに送信元ポートまたは宛先ポートのいずれかを指定する必要があり

ます。ご使用のアプリケーションが固定の送信元ポートを使用する場合（一部のDNSサーバー
など）に送信元ポートおよび宛先ポートの両方を指定する必要がありますが、固定の送信元

ポートはめったに使用されません。たとえば、送信元ホストのポートを変換する場合は、送信

元サービスを設定します。

ステップ 3 アイデンティティ NATを設定します。
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nat [(real_ifc,mapped_ifc)] [line | {after-object [line]}] source static {nw_obj nw_obj | any any}
[destination static {mapped_obj | interface [ipv6]} real_obj] [service real_src_mapped_dest_svc_obj
mapped_src_real_dest_svc_obj] [no-proxy-arp] [route-lookup] [inactive] [description desc]

それぞれの説明は次のとおりです。

•インターフェイス：（ブリッジグループメンバーのインターフェイスに必要）実際のイ
ンターフェイス（real_ifc）およびマッピングインターフェイス（mapped_ifc）を指定しま
す。丸カッコを含める必要があります。ルーテッドモードでは、実際のインターフェイス

およびマッピングインターフェイスを指定しない場合は、すべてのインターフェイスが使

用されます。また、（any,outside）のようにインターフェイスのいずれかまたは両方にキー
ワード anyを指定することもできます。ただし、anyはブリッジグループのメンバイン
ターフェイスには適用されません。

•セクションおよび行：（任意）デフォルトでは、NAT規則は、NATテーブルのセクショ
ン 1の末尾に追加されます（NATルールの順序（5ページ）を参照）。セクション 1で
はなく、セクション 3（ネットワークオブジェクト NATルールの後ろ）にルールを追加
する場合、after-autoキーワードを使用します。ルールは、line引数を使用して、適切な
セクションの任意の場所に挿入できます。

•送信元アドレス：実際のアドレスとマッピングアドレスの両方にネットワークオブジェ
クト、グループ、または anyキーワードを指定します。

•宛先アドレス（任意）:

•マッピングアドレス：ネットワークオブジェクトまたはグループを指定します。ポー
ト変換が設定されたスタティックインターフェイス NATに限り、interfaceキーワー
ドを指定します。ipv6を指定すると、インターフェイスの IPv6アドレスが使用され
ます。interfaceを指定する場合、必ず serviceキーワードも設定します（この場合、
サービスオブジェクトは宛先ポートだけを含む必要があります）。このオプションで

は、real_ifcに特定のインターフェイスを設定する必要があります。（実際のインター
フェイスがブリッジグループメンバーである場合、interfaceを指定することはでき
ません）

•実際のアドレス：ネットワークオブジェクトまたはグループを指定します。アイデン
ティティ NATでは、実際のアドレスとマッピングアドレスの両方に単に同じオブ
ジェクトまたはグループを使用します。

•ポート：（任意）実際のサービスオブジェクトおよびマッピングされたサービスオブジェ
クトとともに、serviceキーワードを指定します。送信元ポート変換の場合、オブジェクト
は送信元サービスを指定する必要があります。送信元ポート変換のコマンド内のサービス

オブジェクトの順序は、service real_obj mapped_objです。宛先ポート変換の場合、オブ
ジェクトは宛先サービスを指定する必要があります。宛先ポート変換のサービスオブジェ

クトの順序は、service mapped_obj real_objです。オブジェクトで送信元ポートと宛先ポー
トの両方を指定することはほとんどありませんが、この場合には、最初のサービスオブ

ジェクトに実際の送信元ポート/マッピングされた宛先ポートが含まれます。2つめのサー
ビスオブジェクトには、マッピングされた送信元ポート/実際の宛先ポートが含まれます。
アイデンティティポート変換の場合は、実際のポートとマッピングポートの両方（コン
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フィギュレーションに応じて、送信元ポート、宛先ポート、またはその両方）に同じサー

ビスオブジェクトを使用するだけです。

•プロキシARPなし：（任意）マッピング IPアドレスに着信したパケットのプロキシARP
をディセーブルにするには、no-proxy-arpを指定します。詳細については、「マッピング
アドレスとルーティング」を参照してください。

•ルートルックアップ：（任意、ルーテッドモードのみ、インターフェイスを指定）NAT
コマンドに指定したインターフェイスを使用する代わりに、ルートルックアップを使用し

て出力インターフェイスを決定するには、route-lookupを指定します。詳細については、
「出力インターフェイスの決定」を参照してください。

•非アクティブ：（任意）コマンドを削除する必要なくこの規則を非アクティブにするに
は、inactiveキーワードを使用します。再度アクティブ化するには、inactiveキーワードを
除いてコマンド全体を再入力します。

•説明：（オプション）descriptionキーワードを使用して、最大 200文字の説明を入力しま
す。

例：

hostname(config)# nat (inside,outside) source static MyInsNet MyInsNet
destination static Server1 Server1

NATのモニタリング
NATをモニターするには、次のコマンドを使用します。

• show nat

各 NATルールのヒットを含む NATの統計情報を表示します。

• show nat pool

割り当てられたアドレスとホスト、および割り当て回数を含む、NATプールの統計情報
を表示します。

• show running-config nat

NATコンフィギュレーションを表示します。show running-config objectを使用してオブ
ジェクトNATルールを表示することはできません。修飾子を指定せずに showrunning-config
コマンドを使用すると、NATルールが含まれるオブジェクトが 2回表示されます。最初
に基本アドレス設定とともに、その後、設定で NATルールとともにオブジェクトが表示
されます。完全なオブジェクトは、アドレスと NATルールとともにユニットとして表示
されません。

• show xlate

現在の NATセッション情報を表示します。
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NATの履歴

説明

プラット

フォームリ

リース機能名

ネットワークオブジェクトの IPアドレスの NATを設
定します。

nat（オブジェクトネットワークコンフィギュレーショ
ンモード）、show nat、show xlate、show nat poolコマ
ンドが導入または変更されました。

8.3(1)ネットワークオブジェクト NAT

Twice NATでは、1つのルールで送信元アドレスおよび
宛先アドレスの両方を識別できます。

nat、show nat、show xlate、show nat poolコマンドが変
更または導入されました。

8.3(1)Twice NAT
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説明

プラット

フォームリ

リース機能名

アイデンティティ NATの以前のリリースでは、プロキ
シ ARPはディセーブルにされ、出力インターフェイス
の決定には常にルートルックアップが使用されていま

した。これらを設定することはできませんでした。8.4(2)
以降、アイデンティティ NATのデフォルト動作は他の
スタティック NATコンフィギュレーションの動作に一
致するように変更されました。これにより、デフォルト

でプロキシ ARPはイネーブルにされ、NATコンフィ
ギュレーションにより出力インターフェイスが決定され

るようになりました（指定されている場合）。これらの

設定をそのまま残すこともできますし、個別にイネーブ

ルまたはディセーブルにすることもできます。通常のス

タティックNATのプロキシARPをディセーブルにする
こともできるようになっています。

8.3よりも前の設定の場合、8.4(2)以降への NAT免除
ルール（nat 0 access-listコマンド）の移行には、プロキ
シ ARPをディセーブルにするキーワード no-proxy-arp
およびルートルックアップを使用するキーワード

route-lookupがあります。8.3(2)および 8.4(1)への移行
に使用された unidirectionalキーワードは、移行に使用
されなくなりました。8.3(1)、8.3(2)、8.4(1)から 8.4(2)
にアップグレードすると、既存機能を保持するため、す

べてのアイデンティティ NATコンフィギュレーション
に no-proxy-arpキーワードと route-lookupキーワード
が含まれるようになっています。unidirectionalキーワー
ドは削除されました。

nat static [no-proxy-arp] [route-lookup]コマンドが変更され
ました。

8.4(2)/8.5(1)アイデンティティ NATの設定が可能なプロ
キシ ARPおよびルートルックアップ
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説明

プラット

フォームリ

リース機能名

1つのアドレスの代わりに、PATアドレスのプールを指
定できるようになりました。また、オプションで、PAT
アドレスのすべてのポートを使用してからプール内の次

のアドレスを使用するのではなく、PATアドレスのラ
ウンドロビン割り当てをイネーブルにすることもできま

す。これらの機能は、1つの PATアドレスで多数の接
続を行っている場合にそれが DoS攻撃の対象となるこ
とを防止するのに役立ちます。またこの機能により、多

数の PATアドレスを簡単に設定できます。

nat dynamic [pat-pool mapped_object [round-robin]]コマ
ンドおよび nat source dynamic [pat-pool mapped_object
[round-robin]]コマンドが変更されました。

8.4(2)/8.5(1)PATプールおよびラウンドロビンアドレス
割り当て

ラウンドロビン割り当てで PATプールを使用するとき
に、ホストに既存の接続がある場合、そのホストからの

後続の接続では、ポートが使用可能であれば同じ PAT
IPアドレスが使用されます。

変更されたコマンドはありません。

この機能は、8.5(1)または 8.6(1)では使用できません。

8.4(3)ラウンドロビン PATプール割り当てで、既
存のホストの同じ IPアドレスを使用する

使用できる場合、実際の送信元ポート番号がマッピング

ポートに使用されます。ただし、実際のポートが使用で

きない場合は、デフォルトで、マッピングポートは実

際のポート番号と同じポート範囲（0～ 511、512～
1023、および 1024～ 65535）から選択されます。その
ため、1024よりも下のポートには、小さい PATプール
のみがあります。

下位ポート範囲を使用するトラフィックが数多くある場

合は、PATプールを使用するときに、サイズが異なる
3つの層の代わりにフラットなポート範囲を使用するよ
うに指定できます。1024～ 65535または 1～ 65535で
す。

nat dynamic [pat-pool mapped_object [flat
[include-reserve]]]コマンドおよび nat source dynamic
[pat-pool mapped_object [flat [include-reserve]]]コマンド
が変更されました。

この機能は、8.5(1)または 8.6(1)では使用できません。

8.4(3)PATプールの PATポートのフラットな範囲
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説明

プラット

フォームリ

リース機能名

各 PAT IPアドレスでは、最大 65535個のポートを使用
できます。65535個のポートで変換が不十分な場合は、
PATプールに対して拡張 PATをイネーブルにすること
ができます。拡張 PATでは、変換情報の宛先アドレス
とポートを含め、IPアドレスごとではなく、サービス
ごとに 65535個のポートが使用されます。

nat dynamic [pat-pool mapped_object [extended]]コマン
ドおよび nat source dynamic [pat-pool mapped_object
[extended]]コマンドが変更されました。

この機能は、8.5(1)または 8.6(1)では使用できません。

8.4(3)PATプールの拡張 PAT
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説明

プラット

フォームリ

リース機能名

まれに、内部ネットワークで、割り当てられたローカル

IPアドレスではなく、VPNピアの実際の IPアドレスを
使用する場合があります。VPNでは通常、内部ネット
ワークにアクセスするために、割り当てられたローカル

IPアドレスがピアに指定されます。ただし、内部サー
バおよびネットワークセキュリティがピアの実際の IP
アドレスに基づく場合などに、ローカル IPアドレスを
変換してピアの実際のパブリック IPアドレスに戻す場
合があります。

この機能は、トンネルグループごとに 1つのインター
フェイスでイネーブルにすることができます。VPNセッ
ションが確立または切断されると、オブジェクト NAT
ルールが動的に追加および削除されます。ルールはshow
natコマンドを使用して表示できます。

ルーティングの問題のため、この機能が必要でない場合

は、この機能の使用は推奨しません。ご使用のネット

ワークとの機能の互換性を確認するには、Cisco TACに
お問い合わせください。次の制限事項を確認してくださ

い。

• Cisco IPsecおよびセキュアクライアントのみがサ
ポートされます。

• NATポリシーおよび VPNポリシーが適用されるよ
うに、パブリック IPアドレスへのリターントラ
フィックは ASAにルーティングされる必要があり
ます。

•ロードバランシングはサポートされません（ルー
ティングの問題のため）。

•ローミング（パブリック IP変更）はサポートされ
ません。

nat-assigned-to-public-ip interfaceコマンド（トンネルグ
ループ一般属性コンフィギュレーションモード）が導

入されました。

8.4(3)VPNピアのローカル IPアドレスを変換して
ピアの実際の IPアドレスに戻す自動 NAT
ルール

ネットワークアドレス変換（NAT）
62

ネットワークアドレス変換（NAT）

NATの履歴



説明
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フォームリ

リース機能名

NATが IPv6トラフィックをサポートするようになり、
IPv4と IPv6の間の変換もサポートされます。IPv4と
IPv6の間の変換は、トランスペアレントモードではサ
ポートされません。

nat (global and object network configuration modes)、show
nat、 show nat pool, show xlateの各コマンドが変更され
ました。

9.0(1)IPv6用の NATのサポート

NATルールがイネーブルにされた DNSインスペクショ
ンを使用する IPv4 NAT、IPv6 NAT、および NAT64を
使用する場合、NATは逆引き DNSルックアップ用の
DNS PTRレコードの変換をサポートするようになりま
した。

9.0(1)逆引きDNSルックアップ用のNATのサポー
ト

Per-session PAT機能によって PATの拡張性が向上し、
クラスタリングの場合に各メンバーユニットに独自の

PAT接続を使用できるようになります。Multi-Session
PAT接続は、制御ユニットに転送して制御ユニットを
所有者とする必要があります。Per-SessionPATセッショ
ンの終了時に、ASAからリセットが送信され、即座に
xlateが削除されます。このリセットによって、エンド
ノードは即座に接続を解放し、TIME_WAIT状態を回避
します。対照的に、Multi-Session PATでは、PATタイ
ムアウトが使用されます（デフォルトでは 30秒）。
「ヒットエンドラン」トラフィック、たとえばHTTPや
HTTPSの場合は、Per-session機能によって、1アドレス
でサポートされる接続率が大幅に増加することがありま

す。Per-session機能を使用しない場合は、特定の IPプ
ロトコルに対する 1アドレスの最大接続率は約 2000/秒
です。Per-session機能を使用する場合は、特定の IPプ
ロトコルに対する1アドレスの接続率は65535/平均ライ
フタイムです。

デフォルトでは、すべてのTCPトラフィックおよびUDP
DNSトラフィックが、Per-session PAT xlateを使用しま
す。Multi-SessionPATを必要とするトラフィック、たと
えばH.323、SIP、Skinnyに対して Per-session PATをディ
セーブルにするには、Per-session拒否ルールを作成しま
す。

xlate per-session、show nat poolの各コマンドが導入さ
れました。

9.0(1)Per-Session PAT
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フォームリ
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イネーブルの場合、NATルールの更新はルールコンパ
イルの完了後に適用され、ルール照合のパフォーマンス

に影響を及ぼすことはありません。

asp rule-engine transactional-commit、show running-config
asp rule-engine transactional-commit、clear configure asp
rule-engine transactional-commitの各コマンドにnatキー
ワードが追加されました。

[Configuration] > [DeviceManagement] > [Advanced] > [Rule
Engine]画面に NATが追加されました。

9.3(1)NATルールエンジンのトランザクションコ
ミットモデル

キャリアグレードまたは大規模 PATでは、NATで 1度
に1つのポート変換を割り当てるのではなく、各ホスト
にポートのブロックを割り当てることができます（RFC
6888を参照してください）。

xlate block-allocation sizeおよび xlate block-allocation
maximum-per-hostコマンドが追加されました。
block-allocationキーワードがnatコマンドに追加されま
した。

9.5(1)キャリアグレード NATの拡張

スタティックネットワークオブジェクトNATルールに
SCTPポートを指定できるようになりました。スタティッ
ク Twice NATでの SCTPの使用は推奨されません。ダ
イナミック NAT/PATは SCTPをサポートしていませ
ん。

nat staticコマンドが変更されました（オブジェクト）。

9.5(2)SCTPに対する NATサポート

NATのポートブロックの割り当てを有効にすると、ポー
トブロックの作成および削除中にシステムで syslogメッ
セージが生成されます。暫定ログの記録を有効にする

と、指定した間隔でメッセージ305017が生成されます。
メッセージは、その時点で割り当てられているすべての

アクティブポートブロックをレポートします（プロト

コル（ICMP、TCP、UDP）、送信元および宛先インター
フェイス、IPアドレス、ポートブロックを含む）。

xlate block-allocation pba-interim-logging secondsコマ

ンドが追加されました。

9.12(1)NATのポートブロック割り当てに対する暫
定ログ
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PATアドレスがクラスタのメンバーに配布される方法
が変更されます。以前は、アドレスはクラスタのメン

バーに配布されていたため、PATプールにはクラスタ
メンバーごとに少なくとも 1つのアドレスが必要でし
た。制御ユニットは各 PATプールアドレスを等しいサ
イズのポートブロックに分割し、それらをクラスタメン

バーに配布するようになりました。各メンバーには、同

じPATアドレスのポートブロックがあります。したがっ
て、通常 PATに必要な接続量に応じて、PATプールの
サイズを 1つの IPアドレスにまで減らすことができま
す。ポートブロックは、1024～ 65535の範囲で 512ポー
トのブロック単位で割り当てられます。オプションで、

PATプールルールを設定するときに、このブロック割
り当てに予約ポート1〜1023を含めることができます。
たとえば、単一ノードでは PATプール IPアドレスあた
り 65535個の接続すべてを処理するのに対し、4ノード
クラスタでは、各ノードは 32個のブロックを取得し、
PATプール IPアドレスあたり 16384個の接続を処理で
きます。

この変更の一環として、スタンドアロンまたはクラスタ

内での動作に関わりなく、すべてのシステムのPATプー
ルは、フラットなポート範囲 1023〜 65535を使用でき
るようになりました。以前は、flatオプションを PAT
プールルールに含めることで、フラットな範囲をオプ

ションで使用できました。flatキーワードはサポートさ
れなくなりました。PATプールは常にフラットになり
ます。include-reserveキーワードは、以前は flatのサブ
キーワードでしたが、PATプール構成内の独立したキー
ワードになりました。このオプションを使用すると、

PATプール内に 1〜 1023のポート範囲を含めることが
できます。

ポートブロック割り当てを設定する（block-allocation
PATプールオプション）と、デフォルトの 512ポート
ブロックではなく、独自のブロック割り当てサイズが使

用されます。また、クラスタ内のシステムの PATプー
ルに拡張 PATを設定することはできません。

新規/変更されたコマンド：nat、show nat pool

9.15(1)クラスタリングでの PATアドレス割り当て
の変更。PATプールの flatオプションがデ
フォルトで有効になり、設定できなくなりま

した。
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説明

プラット

フォームリ

リース機能名

新しいセクション 0が NATルールテーブルに追加され
ました。このセクションは、システムの使用に限定され

ます。システムが正常に機能するために必要なすべての

NATルールがこのセクションに追加され、これらのルー
ルは作成したルールよりも優先されます。以前は、シス

テム定義のルールがセクション1に追加され、ユーザ定
義のルールがシステムの適切な機能を妨げる可能性があ

りました。セクション0のルールを追加、編集、または
削除することはできませんが、show nat detailコマンド
出力に表示されます。

9.16(1)システム定義の NATルールの新しいセク
ション 0。

www.example.comを指定する FQDNネットワークオブ
ジェクトを、TwiceNATルールの変換後（マップ後）の
宛先アドレスとして使用できます。システムでは、DNS
サーバーから返された IPアドレスに基づいてルールが
設定されます。

9.17(1)変換後（マップ後）の宛先としての完全修飾

ドメイン名（FQDN）オブジェクトの Twice
NATサポート。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


